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安全のため、ご使用前

に必ずこの取扱説明書

をお読みください。                                              

また、いつでもご覧い

ただけるよう、大切に

保管してください。 
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本機の運用について

本機は「移動用発電設備」として電気事業法の適用を受けます。

このたび、電気事業法に基づく「電気設備の技術基準の解釈」の一部が改正され、使用状況に合わせて

下記のような監視が必要になりました。

1．監視方式

　本機（移動用発電設備）を工事現場等に臨時の仮設電源として施設する場合、本機の操作パネル部に

　貼り付けている（社）日本内燃力発電設備協会（以下、内発協）の適合マークに応じ、次の2通りの方式で

　の監視が必要になります。

〈常時監視方式〉

　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、工事現場等の同一構内で運転状態を監視する方

　式。

〈随時巡回方式〉

　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、本機の管理上必要な頻度で随時巡回して運転状態

　を監視する方式。

（1）内発協の適合マークによる監視方式の違い

①「新適合マーク」が貼り付けられている場合

　　く常時監視方式〉もしくはく随時巡回方式〉のいずれでも運用ができます。

　ただし、「外部燃料タンク」を接続して外部から燃料を連続供給できるよう

　　に施設した場合は、〈常時監視方式〉で運用する必要があります。

　　（〈随時巡回方式〉での運用はできません）

②「新適合マーク』が貼り付けられていない場合

　　く常時監視方式〉で運用する必要があります。

　　ず　
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新適合マーク

（2）本機をコ：：事現場等に施設する条件

本機はく常時監視方式〉〈随時巡回方式〉に関わらず下記のように施設してください。

①一般電気事業者が運用する電力系統（商用電源）に接続しないでください。

②工事現場等の構内境界線全般に、さく・塀などを施設し、一般公衆が立ち入らない措置を施してくだ

　　さい。

2．保護機能の追加について

　「新適合マーク」が貼り付けられている移動用発電設備には、下記の保護機能を追加しています。

　（1）エンジン過回転防止機能

　　　エンジンの回転速度が著しく上昇した場合、エンジンを自動的に停止させます。



はじめに

　このたびは、新ダイワの防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただ
き、まことにありがとうございます。

○この取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したも
　のです。
　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前に
　は必ずこの取扱説明書をお読みください。

○本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従
　つた取り扱い、届け出を行ってください。
　　※関係法令について不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所
　　にご相談ください。

○本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容を理解し、安全な取り扱いができ
　る人が行ってください。

○本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。

○取扱説明書は、いつでもご覧いただけるように大切に保管してください。

●この取扱説明書では、注意事項のランクを下記のように区分しています。

◇危険：取り扱いを誤ると、死亡蛸ま重傷を負う朧性がある雛

△注意：取り扱いを誤ると沖程度の雛や軽傷を負う可能性がある場

　　　　　合、および物的損害が発生する可能性がある場合。

〈注意〉：その他の注意事項。

。r△臆』に嚇した額でも、状測こよっては重大な事故に結びつく可

　能性があります。いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってく

　ださい。

1　安全上の注意

0危険＝排気ガス中毒

　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますの
　　　　　　で、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。

◇危険騙
　　　　○運転中は出力端子部に触れないでください。
　　　　○運転中は出力端子カバーを閉じ、固定ボルトを締めて運転してくだ
　　　　　　さい。
　　　　○コンセントに、ピンや針金などの金属物を入れないでください。
　　　　○運転中は、内部の配線や電気部品に触れないでください。
　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。いずれ
　　　　　　か1つでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、漏電遮断
　　　　　　装置を装備していないときより危険な状態となります。
　　　　○使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断応接
　　　　　　地端子と外回接地端子は必ず接地してください。
　　　　○漏電による感電のおそれがありますので、発電機の絶縁抵抗は定期
　　　　　　的に測定してください。
　　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずプレー
　　　　　　カーを『OFF』にして、エンジンを停止し、エンジンキーを率い
　　　　　　てから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してくだ
　　　　　　さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



　　　　○点検・整備を行うときは必ずエシジンを停止し、エンジンキーを抜
　　　　　　いてから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してく
　　　　　　ださい。

◆危険けが

　　　　○運転中は臨機を閉じ、施錠をしてください。冷却ファンやベルトな
　　　　　　どの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

A臆：排気ガス中毒

　　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。

A注意：目や皮膚の障害

　　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣服な
　　　　　　どに付着させないでください。
　　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは
　　　　　　必ず医師の診断を受けてください。

盈』臆：爆発

　　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしないで
　　　　　　ください。
　　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさせた
　　　　　　り火気を近づけないでください。

幽』臆＝火災

　　　　○本機は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行うとき
　　　　　　は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。
　　　　　　また、エンジンが冷えてから行ってください。
　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。また、
　　　　　　燃料もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。
　　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃
　　　　　　料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでくだ
　　　　　　さい。
　　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転して
　　　　　　ください。
　　　　○交流出力を屋内配線に接続しないでください。
　　　　○保管用カバーなどをかけるときは本機が冷えてから行ってください。

△注意：やけど

　　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでください。
　　　　　　熱水蒸気が吹き出します。
　　　　○運転中や停止直後は、エンジンやマ：フラーが高温になっていますの
　　　　　　で、触れないでください。
　　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停止し、
　　　　　　エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイルゲージやオ
　　　　　　イルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹き出します。

△臆：けが

　　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。
　　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそれが
　　　　　　あります。
　　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してください。
　　　　○エンジンを始動するときは、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレ
　　　　　　ーカーを『OFF』にしてください。
　　　　○運転中に本機を移動させないでください。
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○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止してください。
○改造したり、部品をはずしたままで運転しないでください。

圏警告・表示ラベル貼付位置
　　警告および、表示ラベルが見えにくくなったり破損したときは、新しいラベ
　　ルを指定場所に貼りかえてください。ラベルの注文は（）内の番号で注文
　　してください。

　　　　　　　　　　　（品番19402－00324）　　①取扱要領
　　②安全上の注意事項（品番19402－00125）
③排気ガス中毒
④感電
⑤けが
⑥けが
⑦やけど
⑧やけど
⑨火災
⑩吊り上げ箇所
⑪段積用枕木位置
⑫外箱接地端子
⑬タンク吊り上げ
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項　　目 単位 DGM250UM卜P

発電方式 一 回転界磁型ブラシレス式三相同期発電方式

三相4線式
kVA 20 25

定格容量
kW 16 20

単相3線式
kVA 12／［6］※1 15／〔7．5］※1

kW 12／［6］※1 15／［7．5］※1

定格電圧
三相4線式 V 200／〔400］※1 220／［440］※1

単相3線式 V 200／100 220／110

定格電流
三相4線式 A 57．7／［28．9］※1 65．5／E32．8］※1

発
　
電
　
機

単相3線式 A 60／［30］※1 68．2／［34．1］※1

定格周波数 Hz 50 60

定格回転速度 mln－1 1500 1800

回路方式 一 三相4線式、単相3線式

力　　　　率 ％ 三相80、単相100

絶縁階級 一 F種

励磁方式 一
自励式（ブラシレス）

極　　　　数 一 4極

名　　　　称 一 立形水冷4サイクルディーゼル機関

型　　　　式 一 いすゴAA－4LE1
シリンダ数一内径×行程 mm 4－85×96

連続定格出力 kW｛PS｝ 19．1｛26｝ 23．5｛32｝

回転速度 mln⇔1 1500 1800

総行程容積 L 2，179

燃焼方式 一 渦流室式

冷却方式 一 ラジエーター水冷式

潤滑方式 一 トロコイドポンプによる強制潤滑式

エ
　
ン
　
ジ
　
ン

始動方式 一 セルスターター方式

使用燃料 一 軽油

使用潤滑油 一 CC級以上
燃料タンク容量 L 195

潤滑油総量 L 8．5（フィルター0．4Lを含む）

冷却水総量 L 8．2（サブタンク0．9Lを含む）

セルモーター容量 V－kW 12－2．0
オルタネーター容量 V－A 12－20

バッテリー 一 75D31R
長　　　　　さ mm 1440
幅 mm 780外

形
寸
法

高　　　　さ mm 1525

乾燥質量 kg 810

整備質量 kg 995
※1：オプション（200／400V切替機能）の400Vセット時
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2－2．周囲条件

　　本機は下記の周囲条件下で使用してください。これらの条件が満たせない

　　場合は、故障や出力不足・耐久性の低下などのおそれがあります。

國周囲温度

團相対湿度

團標高

一15℃～40℃
80％以下

300m以下

3．用途

○水中ポンプなどの土木機械の電源等

○照明機器の電源等

○電動工具や家電機器の電源等

4．各部の名称

4－1．外観および各部の名称

　　　　吊り金具
　　　　　ノぬか　　だ
　　　薩…こごこ＿
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4－2．操作パネルの各部の名称

※ ※

／

繍
　
　
　
　
闘

／

／
什
嚇
掌

1
2
1
1
1
4
3
⑩
1
9
8
7
2
0

鰯
－
”
隠
り

圏
6
靴
十
二
　
　
　
ア
罎
7

U
／
1
”
／

1
7
1
8
1
3
1
6
1
5
5
2
1
4
6
9
2
1

可
－
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

① 三相ブレーカー ⑫ 油圧計（※オプション）

② 単相ブレーカー ⑬ 燃料計

③ 電圧計 ⑭ 積算時間計

④ 電流計 ⑮ 予熱表示灯

⑤ 周波数計 ⑯ スタータースイッチ

⑥ 漏電警報器 ⑰ スロットルレバー

⑦ パネルライト兼用発電表示灯 ⑬ 周波数調整スクリュ

⑧ 電圧調整器 ⑲ 過回転表示灯

⑨ 電流計切替スイッチ ⑳ 400V警告灯（※オプション）

⑩ モニター表示灯 ② オイルガード液量表示灯

⑪ 水温計
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5－1．モニター表示灯

◎
　

本機は、　『冷却水温』　『エンジン油圧』　『バッテリー充電』と『過回転』

のモニター表示灯を装備しています。

本機が正常であれば、スタータースイッチを『停止』から『運転』の位置

にすると『エンジン油圧』『バッテリー充電』の表示灯が点灯し、エンジ

ンを始動するとすべての表示灯が消灯します。

運転中、　『冷却水温』　『エンジン油圧』　『過回転』いずれかに異常が発生

すると、モニター表示灯が点灯してエンジンが自動停止します。

自動停止した場合は、いったんスタータースイッチを『停止』の位置にも

どしてから、エンジンを再始動させてください。そして、次に自動停止す

るときのモニター表示灯の点灯状態を見て、異常箇所の確認をしてくださ
い。

◆危険＝けが

　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベル
　　　　　トなどの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

（1）冷却水温モニター表示灯（水温上昇）

△臆やけど

　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでく
　　　　　ださい。熱水蒸気が吹き出します。

　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、

　　　　　触れないでください。

冷却水温

Wλ較正MP

〈注意〉

運転中に冷却水の温度が110℃以上に上昇すると、冷却水温
モニター表示灯が点灯してエンジンが自動停止します。

そのときは、サブタンクの水量を点検し、不足している場合は

サブタンクに冷却水を補給してください。

（『8－2．冷却水の点検』参照）

規定量ある場合は、ファンベルトの緩みあるいは冷却系統の冷

却水漏れも考えられますので、エンジンが冷えてから点検を行

ってください。

○冷却水量が少なすぎると水温を検知しませんので、ラジエーター

　サブタンク内の水量を始業前に必ず点検してください。
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（2）エンジン油圧モニター表示灯（油圧低下）

盛』注意＝やけど

　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、
　　　　　触れないでください。

　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを
　　　　　停止し、エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオ

　　　　　イルゲージやオイルフィラキャップを開けると、高温のオイ

　　　　　ルが吹き出します。

　　　　　運転中にエンジンオイルの圧力が0．98×100kPa｛1kgf／c㎡｝以

　　　　　下に下がると、油圧モニター表示灯が点灯してエンジンが自動

　　　　　停止します。

エンジン油圧　そのときは、エンジンオイルの量を点検し、エンジンオイルを

肌PRεSS　上限レベルまで給油してください。

〈注意〉

　○油圧モニターは、オイルの劣化を検知することはできません。

　　　エンジンオイルは定期的に交換してください。

　　　『8－1．エンジンオイルの点検』参照

（3）過回転モニター表示灯

過回転表示灯

本機は、エンジンに異常が発生し、エンジン回転速度が著しく

上昇した場合、エンジンを自動的に停止させる機能を装備して

います。運転中にエンジン回転速度が2070mir1以上に上
昇すると、過回転表示灯が点灯してエンジンが自動停止します。

そのときは、エンジン内部の故障が考えられますので、お求め

の販売店か弊社営業所にご連絡ください。

（4）バッテリー充電モニター表示灯（チャージランプ）

　　　　　運転中に充電ができなくなると、バッテリー充電モニター表示

　　　　　灯が点灯します。

　　　　　そのときは、ただちにエンジンを停止し、お求めの販売店か弊

　　　　　社営業所にご連絡ください。
バッテリ充電

　c鎧ARaE

〈注意〉

　○バッテリー充電モニターは、バッテリーの劣化やバッテリー液の不

　　　足を検知することはできません。　（『8－6．バッテリーの点検』参

　　　照）
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5－2．計器類

エンジン用計器

（1）積算時間計

㎜画 運転時間を示します。

定期点検の時間管理の目安にしてください。なお、エンジ

ンが運転・停止状態にかかわらずスタータースイッチが

『運転』位置の状態であれば、積算時間計は作動しますの

で注意してください。

（2）水温計

エンジン冷却水の温度を示します。

使用条件により異なりますが、運転中おおむね80～950Cを

示しているのが正常です。

〈注意〉

　○水温計の値が基準値を越えている場合は、負荷を切りアイドリング

　　状態（1000miパ1）で冷機運転を行ない水温が下がるのを待ってく

　　ださい。

（3）油圧計（オプション）

エンジン潤滑系統の油圧を示します。

使用条件により異なりますが、運転中おおむね2．9～4．9

x100kPa｛3～5kgf／c㎡｝を示しているのが正常です。

ただし、寒冷時でエンジン始動直後はそれ以上になるこ

とがあります。

正常圧力になるまで暖機運転をしてください。

（4）燃料計

燃料タンク内の燃料の量を示します。

燃料満タン時は『：F』を示します。

『E』に近づいた時は、残量が少なくなっています。

すみやかに、燃料を補給してください。
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発電機用計器

（1）電圧計

戴％
○　　　　○○

　発電機の三相出力電圧（R－T間電圧）を示します。

　運転中は50Hzのとき200V、60Hzのとき220V
　を指示しているか確認してください。単相3線式出力電圧

　（U－W間電圧）は、三相出力電圧（R－T間電圧）と同一電圧

　となりますので、電圧計の指示値を参考にしてください。

※三相400V設定（オプション）で使用する場合、50Hzの

　とき400V、60Hzのとき440Vを指示しているか確
　認してください。単相3線式出力電圧（U－W間電圧）は、電

　圧計指示値の半分の数値になります。

（2）電流計

蟷％
O　　　O　　O

　　　発電機の出力電流（相電流）を示します。

　　　電流計切替スイッチを『R』にすることで、三相R相と単相

　　　U相の出力電流を示します。また、『T』にすることで、三

　　　相T相と単相W相の出力電流を示します。

　　　『S』は、三相出力端子Sの出力電流を示します。

〈注意〉

　○単相出力の電流計測をする場合には、電流計切替スイッチを

　　　『R』または『T』に切り替えてください。　『S』セットで

　　は正確な電流が計測できません。

（3）周波数計

　　．．。一筋㌔

ｭ財
o　　　O　　O

電源の周波数を示します。

運転中は50Hz、または60Hzを指示しているか確認し
てください。

（1）予熱表示灯

スタータースイッチを『運転・予熱』の位置にすると予熱表

示灯が点灯します。予熱が完了すると消灯し、始動可能にな

ったことを示します。

　〈注意〉

　　○予熱の時間は、冷却水温の状態で変わり、約1～5
　　　　秒で完了します。
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（2）パネルライト兼用発電表示灯

欝”

エンジン運転時に点灯し、発電していることを示します。

（3）オイルガード液量表示灯

　　　　　　オイルガードに溜まった液量が、オイルガード満容：量の

　　　　　　　1／4（約50L）になると、ランプが点灯します。

　　　　　　　（『5－3．オイルガード（P14）』参照）

（1）スタータースイッチ

①停止

　エンジンを停止し、すべての電源が切れる位置です。

　また、この位置で『キー』の抜き差しができます。

　　　　　　②運転・予熱

　　　　　　　運転を行う位置です。また、寒冷時の始動性を向上させ

　　　　　　　るために、グローブラグを予熱する位置も兼ねています。

〈注意〉

　○エンジンを停止したままこの位置で放置しないでください。パッテ

　　　リーがあがります。

③始動

　エンジンを始動させる位置です。『キー』から手を離すと

　自動的に『運転・予熱』位置に戻ります。

（2）ブレーカー

O
緯
O
L

負荷側に送電するためのスイッチで『ON』にすると出力端

子に電圧が掛かります。

負荷側の短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して負荷

側への送電を停止させます。

〈注意〉

　○負荷の運転・停止を、このブレーカーの操作で行わないでください。
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（3）サーマルリレー

　　三相出力、単相出力又は、三相・単相同時出力使用において、過電流が

　　流れた場合、三相及び単相ブレーカーを遮断させるリレーです。

　　ブレーカーが作動したときは、レバーが『ON』と『OFF』の中間位
　　置になります。

　　そのときは、負荷を軽減させ、次の手順で復帰してください。

。ユエンジンを停止し就

　　　操作パネルを開け、サーマルリレーのリセットボタンを押します。

具　　　　以上の操作で再びブレーカーを『ON』できる状態となります。
〈注意〉

　○サーマルリレーの設定値は勝手に変えないでください。

7∠＼
輝［P矯冒δ

ﾃ書証　　　　　　o

串　o

ｲ
。
　
　
　
6

＼

サーマルリレー

リセットボタン

（4）漏電警報器

負荷側の漏電を検知し、三相及び単相ブレーカーを遮断させ
ます。

　（『7－3．漏電遮断装置と接地の方法』参照）

（5）電流計切替スイッチ

スイッチを切り替えることにより、つぎの出力端子の電流

が電流計に表示されます。

　　○　『R』：三相R相＋単相U相（合計）

　　○　 『S』：三本目S木目

　　○　『T』：三相T相＋単相W相（合計）
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〈注意〉

　○単相出力の電流計測をする場合には、電流計切替スイッチを『R』、

　　　『T』に切り替えてください。『S』セットでは正確な電流が計測

　　できません。

電圧調整器、調速装置

（1）電圧調整器

発電機の出力電圧を調整するダイヤルです。ダイヤルを時計

方向に回す（高方向）と電圧が上がり、反対方向に回す（低

方向）と下がります。

（2）調速装置

固定ナット

◎

　スロットルレバー

　／／
／／

ノノ

＼、　　　　周波数調整スクリュ
　　、、　　　　　　　　／／／

　　　　　，／◎．／／

①スロットルレバー

エンジンの回転速度を調整するレバ
ーです。

スロットルレバーを引いて、
左に回すと「運転」位置になります。

　「アイドリング」位置にする
には、スロットルレバーを引いて
右に回し、スロットルレバーを押し

戻します。エンジンの始動、一樹・

冷機運転時は『アイドリング』の位

置にし、定格運転時（50Hzまた
は60Hz）は、『運転』の位置に
してください。

②周波数調整スクリュ

スロットルレバーを『運転』の位置にし、周波数調整スクリュの固定

ナットを緩め『高速』側にまわすと周波数が高くなり、『低速』側に

まわすと低くなります。

〈注意〉

　○出荷時は50Hzに調整しています。
　　　60Hz地域では上記の要領で調整しなおしてください。

　○無負荷時に下記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ50Hzま

　　たは60Hzになります。

無負荷周波数（回転速度）

50Hz　運転 52．5Hz　（1575min，『■）

60Hz　運転 63．OHz　（1890min二■）
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5－3．オイルガード

　　　　万が一オイルや燃料などが漏れた場合に、これら液体が機外に漏れ出

　　　ないようにするため、本機のベース部分はオイルガード構造（液体が漏

　　　れない；構造）になっています。また、このオイルガードの部分には、大

　　　型燃料タンクが内蔵されています。

　　　　従って、雨天時に機内に侵入した雨水もこのオイルガードに溜まりま

　　　すので、オイルガード内面や燃料タンク外面が錆びないよう、定期的に

　　　内部の液体を排出するようにしてください。尚、雨が降ったときは、そ

　　　の都度、排出させてください。

　　　　また、排出忘れなどにより、液体が濫れ出るのを防止するため、操作

　　　パネルに表示灯を装備しています。満容量の1／4（約50L）まで液体

　　　が溜まると、センサーが作動して表示灯が点灯します。

〈注意〉

　○内部で漏れる可能性がある液体類は、オイル、燃料、冷却水、バッ

　　　テリー液ですが、侵入した雨水と内部で漏れた液体を判別する機能

　　　はありません。排出した液体は、水質汚濁防止法、土壌汚染防止法、

　　　大気汚染防止法などに基づく、廃棄処理を行ってください。

溜まった液体の排出は次のように行ってください。

具エンジンを停止脚

　　　　液体を受ける容器をオイルガード

母　　　　ドレンの口元に置きます。
〈注意〉

○地面の傾斜によって、本機正面側

　　（コック側）が高くなっている場合

　は、後方底部のドレンをご使用くだ

　さい。

且　　　　ドレンプラグを外し、ドレン　　　　コックを『開』にします。

　　　　液体が抜けたら、ドレンコック

包　　　　を『閉』にし、ドレンプラグを　　　　締付けます。

〈注意〉

○工場出荷時は、ドレンコックに

　ドレンプラグを取付けています

　が、ドレンコックのみでも止水

　できます。

ドレンプラグ

夢

Y
、
一
…
…
ン

0
　
　
・

堅
や
L㌦

、
　
＼
む

ドレンコック
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6運搬・据え付け

6－1．運搬の方法

◆危険：けカミ

　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。

　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するお

　　　　　それがあります。

（1）吊り上げ方法

　　吊り金具を使用して吊り上げてく

　　ださい。

（2）運搬

　　本機を運搬するときは、左右のロー

　　プ掛金具にロープを掛け、しっかり

　　と固定して行ってください。

0一プ掛金具

　　　危険
　　け　がこ潭禽異“駿写離虚貫で7ので。扇り
篇厚ないで《駕8い．

落7，■継奪M哩あ嚇蕊7．

醐嚇

＜注意＞

　O本機の吊り上げ・吊り降ろし、また運搬の際は丁寧に取り扱ってく

　　　ださい。

　　乱暴に取り扱うと本機の損傷、故障の原因となります。
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6－2．据え付けの方法

O危険：排気ガス中毒

　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれてい

　　　　　ますので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しな

　　　　　いでください。

』』注意：排気ガス中毒

　　　O排気を通行人や建物などに向けないでください。

A注意：火災

　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運
　　　　　転してください。

　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物
　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけ

　　　　　ないでください。

圏本機は、固い平坦な地盤に水平に設置してください。

陽操作パネル扉・左右点検扉は、内部の点検整備が行えるように、壁など

　の障害物から1m以上離して設置してください。

〈注意〉

　○本機は、固い平坦な地盤に水平に設置して使用することを前提にし

　　て作られています。

　　従って、それ以外の設置方法での使用は故障の原因となりますので

　　注意してください。

　○ラジエーターの排風口、マフラーの排気口の方向に障害物を置かな

　　いでください。

　　エンジンの出力低下・オーバーヒート・電装部品の故障の原因にな

　　ります。

　○ほこりや塩分の多い場所での使用は、ラジエーターの目詰まりによ

　　るオーバーヒートや故障・電装部品の絶縁低下の原因になりますの

　　で、十分に保守・点検を行ってください。
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7負荷の接続

7－1．負荷ケーブルの選定

　　ケーブルに使用できる許容電流と、本機から使用機器までの距離を考慮し、

　　十分な太さのケーブルを使用してください。

凶』注意：物的損害

　　　○負荷電流がケーブルの許容電流を越えると発熱によりケーブ
　　　　　ルが焼損することがあります。

　　　○ケーブルが長すぎたり、細すぎたりするとケーブル間での電

　　　　　圧降下が大きくなり、使用機器への入力電圧が下がり性能低

　　　　　下や作動不良、また故障の原因になります。

〈注意〉

　○ケーブル問での電圧降下が、定格電圧の5％以内となるように太さ

　　と長さを選定してください。

断負荷ケーブルの電圧降下を求める簡略式

　〇三相の場合

郵送（v）一 渚ﾈ…さ（黒）×電流（A）頑

○単相の場合

　　　　　　　　　　　長さ（m）　　　　　　　　1
電圧降下（V）＝一×　　　　　　　　　　　　　　　　　×電流（A）×2
　　　　　　　　　　　太さ（mm2）　　　　　　　58

　　　魍負荷ケーブルの選定表

（例）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。

三相　キャブタイヤケーブル単芯の場合

（単位：m㎡）

　　長さ

d流 50m以下 75m 100m 125m 150m 200m

20A 3．5 5．　5 8 8 14 14

40A 8 14 14 14 22 22

60A 14 14 22 22 30 38

80A 14 22 22 30 38 50
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（例）使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。

単相　キャブタイヤケーブル単芯の場合

（単位：狙㎡）

　　長さ

d流 50rn以下 75m 100m
10A 5．5 5．　5 8

20A 8 14 22
30A 14 22 22
50A 22 30 30
100A 30 50 60

7－2．負荷ケーブルの接続方法

◆危険編

　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ず

　　　　　すべてのブレーカーを『OFF』にし、エンジンを停止し、

　　　　　エンジンキーを抜いてから行ってください。その間、キーは

　　　　　作業する人が保管してください。

△注意：火災

　　　○発電機出力を屋内配線に接続しないでください。

〈注意〉

　○負荷の接続は、発電機の出カセット、出力端子の接続位置と負荷の

　　電源が合っていることを確認してください。

　00端子を使って単相負荷を使用する場合は、各相の電流が均等にな

　　るよう注意してください。

　〇三相出力と単相3線式出力を同時使用する場合には、合計電流が三

　　相の定格電流を超えない範囲で使用してください。

　〇三相出力と単相3線式出力を同時使用する場合には、お互いの出力

　　に影響を及ぼす場合がありますので注意してください。

（1）三相出力端子

　　■三相負荷の場合

　　○端子電圧は200／220V［400／440V］
　　　　（50／60Hz）です。

　　※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定時
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β
　　負荷

團単相負荷の場合

○端子電圧は115／127V［230／254V］
　　（50Hz／60Hz）です。
※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定時

R　　　S　　　T

○　　○　　○

0

○

し　　コ　　し　　ノ　ロ

｛｝｛」β
負荷　負荷　負荷

遡単相負荷の場合

○端子電圧は200／220V［400／440V］
　　（50Hz／60Hz）です。
※〔］オプション（200／400V切替機能）400V設定時

〕　　〕　　〕
｛」£」β
負荷　負荷　負荷

（2）単相3線式出力端子およびコンセント

　　團単相3線式負荷の場合

　　OU－W端子電圧は200／220V（50Hz／60Hz）です。
　　　　U－0端子電圧は100／110Vです。
　　　　W－0端子電圧は100／110Vです。
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團単相200／220V負荷の場合　　囲単相100／110V負荷の場合

U　　　O　　W
r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@○
↓　↓

〇
　　負荷

團単相100／110Vコンセント

U　　　O　　　W
r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

↓↓↓

〕〕｛Lβ
負荷　負荷

CON　1

CON2

　
　
　
，
荷

0
－
・

CON3

CON4
　
　
，
荷

0
－
・

團出力端子と併用使用しない場合、各端子およびコンセントで使用できる電

　力は下記の通りです。

CON　1

一〇
　　　↓

合計

CON3

一〇
　　　　↓

合計

以下のkVAまで使用できます。
単相100／110コンセント

単相3線式出力端子
CON1 CON2 CON3 CON4

合計

U－W
12／15
m6／7．5］

12／15
m6／7．5］

U－0
6／7．5

m3／3．25］
1，5／1．65 1，5／1．65 1，5／1．65 1，5／1．65

6／7．5

m3／3．25］

W－0
6／7．5

m3／3。25］

6／7．5

m3／3．25］

※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定で使用する場合。
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〈注意〉

　○単相100／110V（出力端子U－O／W－0間）を使用する場合
　　は、U－0／W－0間で：負荷が均等になるようにしてください。

　○単相3線式出力端子およびコンセント出力を同時に使用する場合は、

　　各相に流れる電流が本機の定格電流以下となるようにしてください。

　〇三相400V設定（オプション）で使用する場合、単相3線式出力電

　　圧は、三相200V設定時と同じ単相200V／220V・100／
　　　110Vを出力しますが、使用できる電力は半分になりますので：負

　　荷の取りすぎに注意してください。

7－3、漏電遮断装置と接地の方法

。危険感電

　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。

　　　　　いずれか1つでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流

　　　　　れ、漏電遮断装置を装備していないときより危険な状態となり

　　　　　ます。

　　　　○使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断

　　　　　用接地端子と外箱接地端子は必ず接地してください。

　　　　○接地工事は、必ずエンジンを停止して行ってください。

　　　　○漏電遮断装置が作動したときは、必ず漏電箇所を修理してくだ

　　　　　　さい。

本機は、感電事故防止のため漏電警報器より信号を受けてブレーカーを遮

断させる漏電遮断装置を装備しています。

使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路を遮

断します。

漏電警報器の仕様は次の通りです。

　○定格感度電流　　30mA以下（接地抵抗500Ω以下）
　○作動時間　　　　0．1秒以内
く注意〉

　○他の感度電流の漏電警報器も取り付け可能です。ただし、その場合

　　必要とする接地抵抗値、接地用コンデンサの容量などが異なってき

　　　ますので、別途弊社営業所にご相談ください。また感度電流30謡を

　　超える場合（100，200，500謡など）は、感電防止用としては不十分と

　　　なります。その場合、各負荷ごとに感度電流30飴以下の漏電遮断器

　　　を取り付けてください。感度電流の選定に関する詳しい情報は、内

　　線規定（（社）日本電気協会）の151．2項「漏電遮断器などの選定」

　　　　を参照してください。

（1）接地工事

　　電気工事恥辱の資格者が、つぎの3

　　箇所すべてにD種接地工事（接地抵

　　抗500Ω以下）を行ってください。

　　○本機の漏電遮断用接地端子

　　○本機の外箱接地端子
　　○使用機器の金属製外形

／⑨“一

認麗

強
灘騨湘
　　　「

　　　外山接漉磯r許

／　〃多〃i乏　多

　　　　アース棒
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〈注意〉

　○使用機器に接地工事が行えない場合は、お求めの販売店か弊社

　　　営業所にご相談ください。

（2）作動確認

O危険：騰けカミ

　　　　○ブレーカーを『ON』にするときは、必ず負荷側のブレーカーや

　　　　　使用機器のスイッチが『OFF』になっていることを確認してく
　　　　　ださい。また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカ

　　　　　一の操作を行ってください。

始業前には、必ず作動確認を行ってください。

具
　　　　負荷側のブレーカー、使用機器のスイッ

　　　　チが『OFF』になっていることを確認
　　　　します。

且　　　　本機の三相・単相ブレーカーが『OFF』　　　　になっていることを確認します。

母
　　　『9－1．始動・運転準備囲に従ってエンジン

　　　を始動します。

　　　　　　　・〔コ・㊦
　　凸　　　團⑩

　　　　　圃團◎
　　　　　　　團⑪

　　　　　⑲　　　　　　　◎⑭。

蕊相ブレーカ＿　単相ブレーカー　漏電警報器

　　　三相及び単相ブレーカーを『ON』にします。

包　　　漏電警報器のテストボタンを押します。
　　　　このとき、漏電の漏電表示灯（LEDランプ）

ε　　　　が点灯し、三相及び単相ブレーカーのレバー
　　　　が『ON』と『OFF』の中間位置に移動す
　　　れば正常です。

　　　　リセットボタンを押します。このとき、漏電

母　　　　表示灯（LEDランプ）が消灯します。

漏電表示灯　　漏電警報器

@　　　　　　　　f

◎
ワ　く＝フ

躍

リセットボタン　　テストボタン

〇　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OFF』の位置まで押し下げ　　　　ます。

以上の操作で作動確認できないときは、装置が故障していますので、お求め

の販売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。

（3）漏電遮断装置が作動した場合

　　漏電遮断装置が作動したときは、漏電表示灯（LEDランプ）が点灯し、

　　三相及び単相ブレーカーのレバーが『ON』と『OFF』の中間位置に
　　なります。そのときは、漏電箇所を修理してから、つぎの手順で復帰し

　　てください。

　　（漏電表示灯が点灯していないときは、電流の取りすぎです。）
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」ユリセットボタンを押猟エンジンを停止し就

母　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OF：F』の位置まで押し下げ　　　　ます。

以上の操作で、再びブレーカーを『ON』にできる状態となります。

8．始業前点検

◆危険繭ナカミ

　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから

　　　　　行ってください。

　　　　　その間、キーは作業する人が保管してください。

△注意：火災。やけど

　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないで

　　　　　ください。また、エンジンが冷えてから行ってください。

△注意：火災

　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

8－1．エンジンオイルの点検

　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読み

　　　　ください。

　　　オイル量の点検は、本機を水平にし、オイル

　　　　ゲージをいっぱいに差し込んで確認してくだ

　　　さい。始業前にはオイルを上限レベルまでオ

　　　イルフィラから給油しておいてください。

　　　〈注意〉

　　　　○オイル量の点検はエンジンを停止、あるい

　　　　　　は給油して『10～20分後』に点検して
　　　　　　ください。

　　　　○本機が傾いた状態では、オイル量を正確に

　　　　　　確認することができません。

　　　　○オイルの入れ過ぎはエンジンを破損するこ

　　　　　　とがありますので注意してください。

　　　（1）エンジンオイルの種類：

　　　　　APIサービス分類のCC級以上を使用して
　　　　　ください。

　　　（2）エンジンオイルの粘度

下隈レベル　　　上置レベル　　　ォィルゲージ

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

X
一
畠
國
圏
襯

×
辞
一
覗

。
瞳
八
一
甑

オイルは外気温度に応じて適正な粘度（表を参照）のディーゼル用エ

ンジンオイルを使用してください。

　　　　　　　　　　　　23



○粘度と気温との関係
　　　　　　　　　卜SAE2・・2・W一→1　卜SAE4・

　　　　　一SAE　10W一　　一SAE30一
穂 β0ド 門15ド 0 15　　25　30

SAE　10W－30一一一一一
←　SAE　15W－40・20W－40

（3）エンジンオイル交換油量
単位：L

潤滑油総量（フィルター容量を含む）

8．　5（0．　4）

（）内はフィルター容量を示す。

8－2．冷却水の点検

　　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

◇危険：けカ，

　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行
　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してください。

A注意：やけど

　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ
　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。

　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触
　　　　　れないでください。

ラジエーターとサブタンクの冷却水量を点検し、不足しているときは給水

してください。

（1）ラジエーターの点検・給水

邑　　　ラジエータープレート、およびラジエー　　　ターキャップカバーをはずします。

且ラジーターキャップをはずし高

邑　　　冷却水を給水口の口元いっぱいまで入れ　　　ます。

包ラジーターキャップを締め付け就

　　　ラジエーターキャップカバー、およびラ

母　　　ジエータープレートを取り付けます。
24



（2）サブタンクの点検・給水

　　　　サブタンク内の冷却水が『MAX』と『MIN』レベルの範囲にあ

包　　　　　るか点検します。
具不足しているときは冷却水をrMAX』まで入れ就

〈注意〉

　○冷却水は水道水などの水質の良好な軟水に凍結防止・防錆効果のあ

　　　るアルミラジエーター用ロングライフクーラント（LLC）を混合

　　　して使用してください。

　○工場出荷時は、混合率30％のLLC（ISUZU純正LLC：ベスコ
　　　LLCスーパータイプE）を使用しています。

　○サブタンクにも同混合率のLLCを使用してください。

　OL，LCの混合率は、外気温度に応じて30～50％の範囲で使用し
　　　てください。

　OLLCを補充する場合は、注入してあるものと同じ銘柄を使用して
　　　ください。

　○異なる銘柄との混合は、行わないでください。

　OLLCは2年または1000時間で交i換してください。
　　　　　　　　　　混合率の目安

外気温度 一15℃ 一23℃ 一350C

混合率 30％ 40％ 50％

（3）冷却水量

単位：L

冷却水総量（サブタンク容量を含む）

8．　2　（0．　9）

（）内はサブタンク容量を示す。

8－3．ファンベルトの点検

　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

0危険：けカミ

　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行

　　　　　ってください。その問、キーは作業する人が保管してください。

　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト
　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

』』臆やけど

　　　○エンジン停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触
　　　　　れないでください。
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（1）ファンベルトの張り

　　ファンプーリーとオルタネータプーリーの

　　中間を指で押し（約98N｛10kgf｝）『たわみ』

　　が8～10㎜であれば適正です。

（2）ファンベルトの状態

　　ベルトに損傷がないか点検し、損傷がある

　　場合は交i卜してください。

〈注意〉

（98N）

　＼

黛
ホ

㊥
　7

○ベルトの調整および交換は、別冊のエンジン取扱説明書に従ってく

　ださい。

8－4．燃料の点検

A臆＝火災

　　　　○燃料をこぼしたときは、必ずオイルガードドレンコック

　　　　　　を開け、こぼした燃料の排出を行ってください。

　　　　　　（『5－3．オイルガード（P14）』参照）

燃料が十分入っているか点検し、不足しているときは給油してください。

〈注意〉

　○燃料は、ディーゼル用JIS2号軽油（一5℃まで）を使用してく
　ださい。

○寒冷時は、ディーゼル用JIS3号軽油
　　（一15℃まで）やJIS特3号軽油
　　（一25℃まで）を使用してください。

○給油口に装着してある燃料コシ網を必ず

　使用してください。

○燃料は、満タンより控え目に給油してく

　ださい。

紹油口

燃料コシ網

⑱

タンクキャップ 給湘ドア

8－5．オイルガードの点検

　　オイルガードドレンコックを開け、内部に溜まった液体を排出してくださ

　　い。　（『5－3．オイルガード（P14）』参照）

　　また、排出した液体にオイルなどが混入している場合には、燃料もれ、オ

　　イルもれの可能性がありますので、もれ箇所の確認をしてください。

8－6．燃料・オイル・冷却水もれの点検

△注意：火災

　　　○燃料やオイルのもれがある場合は、絶対に使用せず修理して
　　　　　ください。

燃料配管接続部などからの燃料もれ、およびオイルや冷却水のもれがない

かどうか、点検扉を開けて点検してください。
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8－7．バッテリーの点検

護』臆＝目や皮膚の障害

　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・

　　　　　衣服などに付着させないでください。付着したときはすぐに

　　　　　多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは必ず医師の診断

　　　　　を受けてください。

護h臆爆発

　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をし
　　　　　ないでください。

　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパーク
　　　　　させたり火気を近づけないでください。

具　　　液面高さを点検し、下限レベルに近　　　いときは蒸留水を上限レベルまで補

　　　給します。

母　　　端子のゆるみを点検し、ゆるんでい　　　　るときは増し締めしてください。

　　〈注意〉

　　○バッテリー液の比重が1．23以下

幽子

gQ99
zl器諜畷琶

下領レベル
上餓レベル

　　　　のときは充電が必要ですので、お求めの販売店か弊社営業所に申

　　　　し付けてください。

■バッテリーの交i換方法

母　　　バッテリーの『一』側ケーブルをは　　　ずします。　（必ず『一』側を先には

　　　ずします。）

。旦パッテ咽定銀をはずし就

母r＋鯛ケーブノレをはずし就

旦バッテリーを取り出し就

※バッテリーの取り付けば逆の手順で行います。
　『＋』側ケーブルを先に取り付けます。）

（交換したバッテリーの
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9．運転方法

9－1．始動・運転準備

◆危険：排気ガス中毒

　　　Oエンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれて
　　　　　いますので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転

　　　　　しないでください。

盛』注意：排気ガス中毒

　　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。

△臆：火災

　　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある

　　　　　物（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近

　　　　　づけないでください。

　　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所に
　　　　　設置してください。

A注意＝けカミ

　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してく
　　　　　ださい。

　　　○始動前に、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレーカーを

　　　　　『OFF』にしてください。

包　　　本機操作パネルの三相、および単相　　　ブレーカーを『0：F：F』にします。

具　　　スロットルレバーを『アイドリング』　　　の位置にします。

母　　　　スタータースイッチを『運転・予熱』　　　　の位置にします。

　　スQツトルレバー

アイドリング位置

一懸璽才・・

甑乃簸灘鯵

倫壇
”

論
醗㎜

J
意
舐
　
2

縛
蒸

転
紺
漏
窮

　
簾

懇浄一
蛮

包　　　予熱表示灯が『点灯』から『消灯』に　　　なったら、ただちに『始動』の位置に

　　　　し、エンジンを始動します。

三相ブレーカー　　単指ブレーカー　　　電圧麗埜ダイヤル

_　1　／
、　　　　　　｝　　　　　　／

昌亭亭δ固目◎
コ　　昌□○コ　／ヅ㍗．

研
1
；
．
墨
、

：

　7今∠　iオィルカ“一ド　　多熱衷示灯　　　　スタータースィッヂ　ス。ットルレバー
…　　甲　　一　…　　　　　｛
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＜注意＞

　　O予熱時間は、冷却水温の状態でかわり、約1～5秒で完了します。

　　○セルモーターは、10秒以上連続してまわさないでください。

　　○スタータースイッチの操作を繰り返すときは、30秒以上操作間隔
　　　　をあけてください。

旦エンジンが始動したら・スタータースイッチから手を離し就

下約5分間灘運転をし就

。　　　スロットルレバーを『運転』の位置にします。　　　下記の無負荷周波数になっているか確認します。

無負荷周波数（回転速度）

50Hz　運転 約52．5Hz（1575min－1）

60Hz　運転 約63．OHz（1890miR－1）
　〈注意〉

　　　○周波数が合っていない場合、または周波数を変更する場合は『周波

　　　　数調整スクリュ』で調整してください。

　　　○無負荷時に上記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ50Hzま

　　　　たは60Hzになります。
母電圧議ダイヤノレで規定電圧にあわせま引

50Hz　運転 200V［400V］

60Hz　運転 220V［440V］
※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定で使
　心する場合。

母プレーかをr・N』にすることで送電状態になり就

0危険＝繭けカミ

　　　○ブレーカーを『ON』にするときは、必ず負荷側のプレー
　　　　　カーや使用機器のスイッチが『OFF』になっていること
　　　　　を確認してください。

　　　　　また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカー

　　　　　の操作を行ってください。
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9－2．200／400V切替機能（オプション）

　　　本：機に200／400V切替機能部品（オプション）を装備すると、操
　　　作パネル面に設けた電圧切替スイッチのレバーを切り替えることで三相

　　　出力を200Vまたは400Vに切り替えて使用することができます。

◆危険＝感電

　　　○電圧切り替え作業を行う場合はブレーカーを『OFF』に
　　　　　し、運転を停止してから行ってください。

凶』注意：物的損害

　　　○発電機の出カセット、出力端子の接続、負荷の電源が一致
　　　　　していることを確認してください。

具　　　　本機操作パネルの三相、および単相ブレーカーを『OFF』に　　　　　します。

　　　　　スイッチカバーをはずして、電圧切替スイッチのレバーを

旦　　　　　使用する出カセットに切り替えてください。

魁…
回
澗魁㎜

圓
遡

母

電圧切替スイッチ

／’

／／憂

／　NN

．／

／驚

／

旦

スイッチカバー

三相200V、400V電源は三相出力端子に出力されます。
『7－2．負荷ケーブルの接続方法』を参照してケーブルを接

続してください。

エンジン始動前に、スタータースイッチ

を『運転』位置にして、400V警告等
にて発電機の出カセット状態を再確認し

てください。

〇三相400／440Vセットの場合『点灯』
〇三相200／220Vセットの場合『消灯』

　　タむむ　　　む

髭◎

塵
　ヨねプレ　カ　　　　　ゆ　ブレリカ

圓醐
o

o

　　　　エンジンを始動し、三相ブレーカーを『ON』にすることで、三

母　　　　　相出力端子に電源が送電されます。
〈注意〉

　〇三相400V設定（オプション）で使用する場合、単相3線式出力電

　　　圧は、三相200V設定時と同じ単相200V／220V・100／
　　　110Vを出力しますが、使用できる電力は半分になりますので負
　　　荷の取りすぎに注意してください。
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9－3．運転中の取り扱い

（1）始動後の点検

　　　○計器類や表示灯が正常な状態か確認してください。

　　　　　（『5．装備』参照）

　　　O異常振動や異常音がしないか確認してください。

　　　○排気ガスの色が正常か確認してください。正常な状態では無色か、

　　　　わずかに青色の排気ガスが紅ます。

　　　〈注意〉

　　　　○異常がある場合は、本機をそのまま使用せずに、お買い求めの販売

　　　　　店か、弊社営業所に修理を申し付けてください。

（2）運転中の調整

　　　○負荷運転中、周波数計と電圧計を確認しながら、周波数調整スクリュ

　　　　　と電圧調整ダイヤルで周波数と電圧を微調整してください。

閣燃料切れで停止したときの燃料系統のエアー抜き

　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

　　本機は、自動エアー抜き機構を装備しています。

　　燃料切れでエンジンが停止しても、下記の手順で容易にエアー抜きがで

　　きます。

具燃料を給油し就

母　　　スタータースイッチを『運転』の位置にします。　　　約30秒でエアー抜きが完了します。

　〈注意〉

　　　○スロットルレバーを『アイドリング』の位置にし、エンジンを始動

　　　　させ、完全にエアーが抜けたことを確認してください。エアー抜き

　　　　が不十分な場合、エンジンの回転が安定しません。その場合、再度

　　　　エアー抜き操作を行ってください。

9－4．停止

」ユ鋪側のスイッチとプレーかを『OFF』にし就

母聲飾ネルの三相・および単相プレーかを『OFF』にしま

邑ス・ットル匪をrアイドリング』の位置にし就

包約3分間・冷機運転をし就

具スタータースイッチを『制にしま凱
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9－5、保護機能

　　　本機は運転中に異常が発生すると自動停止する機能と、異常箇所を警告灯

　　　で知らせる機能を装備しています。

　　　エンジンが自動停止したとき、また警告灯が点灯したときはエンジンを停

　　　止し、異常箇所の点検を行ってください。

保護機能一覧表

Nα

　　動作内容：

ﾙ常内容

ブレーカー

ﾕ断

エンジン

ｩ動
竡~

警告灯

_灯 異常時の状態

1 水温上昇 一 ○ ○
エンジンの冷却水温が高

ｭなったときに作動

ﾝ定値1100C

2

モ　ラ

j　ン

^　ブ

P

油圧低下 一 ○ ○

エンジンの油圧が低下し

ｽときに作動
ﾝ定値0．98×100kPa
@　　｛1．Okgf／c㎡｝

3 充電不良 一 一 ○
バッテリーに充電ができ
ﾈくなったときに作動

4
エンジン

ﾟ回転 一 ○ ○
エンジン回転数が
Q070盤in－1以上

5 漏電発生 ○ 一 ○ 漏電発生時に作動

6 過負荷使用 ○
一 一 過負荷使用時に作動

※表中の○印は作動することを示します。
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10点検・整備

◆危険：騰けカミ

　　　　O必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行ってくだ

　　　　　さい。その間、キーは作業する人が保管してください。

盛』注意：燈やけど

　　　　○必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。

　　　　　また、エンジンが冷えてから行ってください。
盈』注意：火災

　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

本機を常に良好な状態で使用できるよう、次の表にしたがって定期的に点

検と整備を行ってください。

稼働時間は、積算時間計を目安にしてください。

〈注意〉

　　○始業前点検以外は、専門技術者が行ってください。

　　○華中の●印はお求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。

　　　エンジンの点検・整備は主要点検項目のみ記載しています。詳細

　　　な点検項目については、別冊のエンジン取扱説明書に従ってくだ

　　　さい。交換部品は、必ず純正品を使用してください。
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項　　目
始業前

_検

2◎0時間

ｲとに

400時間

ｲとに

500時間

ｲとに

100◎時間

ｲとに

各部の清掃・締付点検
○

エンジンオイルの点検・

許
○

エンジンオイルの交換 第1回目

宦i50時問目）

第2回臼以降

@　○
オイルフィルターの交換 第1回陽

宦i50時間屡）

第2園自以降

@　○
冷却水の点検・給水

○

エンジン排気色の点検
○

冷却水（LLC）の交換 　　○

iまたは2年）

水分離器内の沈殿物・

?ｪの排出
○

　○
i水抜き）

燃料フィルターの水抜きと

�ｷ
　○
i水抜き）

　○

i交換）

燃料タンクの水抜き
○

水分離器・エンジンフィー

hポンプのゴーズフィルタ

[の清掃

　○

i清掃）

エ
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
側

燃料自動エアー抜き用電磁

|ンプ内のフィルター交換

　○

i交換）

燃料タンク内部清掃 ⑧

燃料・オイル・冷却水漏れ

ﾌ点検
○

燃料ホースの交換 　　o
iまたは1年）

エアーフィルターエレメン

gの清掃・交換

　○

i清掃）

　○

i交換）

バッテリー液量の点検
○

バッテリー比重の点検
○

ファンベルトの点検
○

ラジエーターの清掃
◎

エンジンバルブクリアラン

Xの点検・調整
◎

エンジン圧縮圧力の点検
●

燃料噴射ノズルの点検
㊤

燃料噴射時期の点検
o

各計器の作動

x告ランプの点検
○

漏電警報器の動作確認
○

発
　
電
　
機
　
側

漏電遮断用接地抵抗の

m認
○

絶縁抵抗の測定
○

その他
オイルガード液体の排出・

ｴ掃

始業前

宦i排出）

　㊦

i清掃）
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（1）エンジンオイルの交換

初　回 50時間目

2回目以降 200時間ごと

包オイノレフィラキャップをはずし就

母　　　　オイルドレンプラグをはずし　　　　ドレンコックを開にし、エン

　　　　ジンオイルを抜きます。

母ドレンコックを閉にし、オイノレドレン

　　　　プラグを締め付けます。

オイルフィラ

オイルフィルタ

オイルゲージ

燃料フ

旦　　　オイルゲージで下面レベルを確認しな　　　　がら、オイルフィラからオイルを上限

　　　　レベルまで入れます。

母オイルフィラキャップを締め付けま免

〈注意〉

　　エンジンオイルの交換油量及び種類は、

　　『8－1．エンジンオイルの点検』を
　　参照してください。

（2）オイルフィルターの交換

初　回 50時間目

2回目以降 400時問ごと

　　團摩］

ドレンコック

具
　　　　『（1）エンジンオイルの交換』の要領で、エンジンオイルを抜き
　　　　ます。

母フィノレターレンチでオイルフィノレターをはずし就

母　　　新品のオイルフィルターのガスケッ　　　　トにオイルを薄く塗布します。

　　　　オイルフィルターを手でねじ込み、

具　　　　シール面にガスケットが接触して
　　　　から、フィルターレンチで、

　　　　『3／4～1回転』締め付けます。

」ヨ」エンジンオイノレを給油し就
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〈注意〉

　○フィルターレンチがないときは、お求めの販売店か弊社営業所に

　　　交換を申し付けてください。

　○オイルフィルター品番
いすゴ品番 8944567411

（3）エアーフィルターエレメントの清掃・交換

清　　　掃 200時間ごと

交　　　換 500時間ごと

具　　　エアークリーナーの取付ボルトをゆるめ、　　　クリーナーキャップをはずします。

旦　　　蝶ナットをゆるめ、エアーフィルターエレ　　　メントをはずします。

多考＿
　　＼§

¢

クリーナーキャップ

／
　　～
アークリーナー

ラ／

母　　　エアーフィルターエレメントを清掃または　　　交換し、逆の手順で組み込みます。

　〈注意〉

　　　○クリーナーキャップは、必ず矢印方向を

　　　　上にしてください。

　　　○ホコリの多い場所で使用するときは、早

　　　　めに清掃してください。

　　　○エレメント品番

観

燭
4
ノ

㌧
ノ
．
／

　　蝶ナット　クリーナーキャップ

エアーフィルターエレメント

いすゴ品番 5142150140
■エアーフィルターエレメントの清掃方法

く乾燥したホコリが付着している場合〉

　圧縮空気をエレメントの内側から吹き付け

　ます。

〈カーボンや油分が付着している場合〉

　新品と交換してください。
圏目詰まりインジケーター
　エアーフィルターエレメントの目詰まりを
　知らせるインジケーターが取り付けられて
　います。

○インジケーターの窓部に『赤色』が出て

　いるときは、使用時間にかかわらずエレ

　メントの清掃あるいは交換をしてくださ

　い。

○清掃あるいは交i予後リセットボタンを押

　して赤色シグナルを解除してください。

7　羅詰まりインジケーター

／一リセ・トボタン

◎

ン

乙部
｛赤色シグナル）
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（4）水分離器の水抜き

点　検 始業時

清掃 500時間ごと

　カップ内のフロート（赤色）が20㎜位まで

　浮上したら水抜きをしてください。

『旦燃料コックをr閉』にし就

母

燃料コック
閉

×⑧

リングナット

：カップ　　　　　　　開　勿

ゴーズフィルター

フロート（赤）

リングナットを左にまわしてはずし、

カップとゴーズフィノレターを取りはずします。

　　　　カップ内の水やゴミを捨てます。ゴーズフィルターにゴミが付着し

母　　　　ている時は、圧縮空気を吹き付けて掃除します。
。ユ元のように組み付け就

〈注意〉

　　　○カップを取り付けるとき、0リング部にゴミが付着していないこと

　　　　　を確認してください。

　　　○取り付け後は、燃料コックを『開』にして燃料もれがないことを

　　　　　必ず、確：認してください。

（5）燃料フィルターの水抜きと交換

水抜き 200時間ごと

交換 500時間ごと

」ユ水分艦の燃料コックをr閉』にしま丸

　　　フィルターレンチで燃料フィルターをはずし

具　　　ます。

燃料フィルター

母燃料フィノレ白玉内の水を捨て削

合　　　新品の燃料フィルターと交換するときは、ガスケットにオイルを薄　　　く塗布します。

母　　　燃料フィルターを手でねじ込み、シール面にガスケットが接触して　　　から、フィルターレンチで『2／3回転』締め付けます。

母水分艦の㈱コックをr開』にし就
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＜注意＞

　Oフィルター取り付け後は、エンジンを始動して燃料もれがないこ
　　　とを、必ず確認してください。

　○フィルターレンチがないときは、お求めの販売店か弊社営業所に
　　　交換を申し付けてください。

　○フィルターを取りはずした時に、配管内の燃料がこぼれた時は、

　　　必ず拭き取ってください。

　○燃料フィルター品番
いすゴ品番 8943940791

（6）燃料自動エアー抜き用電磁ポンプ内のフィルター交換

高　　換 1000時間ごと

包　　　ポンプ下部のカバーを左に回し、　　　フィルターを取り出します。

具　　　交i換フィルターを、逆の手順で取　　　り付けます。

＜注意＞

　Oフィルター交換時、燃料がこぼれま
　　　すので燃料の受け皿を用意してくだ

　　　さい。

毫二乗；爵

　　　　　　　／⑭

　　フィルター　◎

　　カバーノ㊥

　　　　　　　　　》

○フィルターの交換が終わったら、燃料系統の『エアー抜き』を行

　　ってください。

　　（『9－3．運転中の取り扱い』参照）

○組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。

○フィルター品番

いすゴ品番 8943370220

（7）燃料タンクの水抜き

水抜き 200時間ごと

包燃料ドレンプラグをはずし就

母　　　　給油ドアを開け、燃料コック操作窓
　　　　より手を入れて、燃料ドレンコック

　　　　を『開』にします。

母　　　　水が抜けたら、燃料ドレンコックを　　　　『閉』にします。

旦燃料ドレンプラグを締め付け就

燃料耽ク操作窓

燃料ドレンプラゲ

（タンク洗浄時用）

給油ドア

夢
ヤ
…
尋

塾
終
無

燃料ドレンプラゲ

（タンク内水抜き用）

o

燃料ドレンコック
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（8）冷却水の交換

交換 2年間または1000時間

邑　　　ラジエータープレート、およびラジエ　　　ーターキャップカバーをはずします。

具ラジーターキャップをはずし就

　　　ラジエータードレンコッ

具　　　ク、およびエンジン側の
　　　　ドレンプラグを緩めます。

　　　冷却水が抜けたら、ラジ

旦　　　工一高ードレンコックと
　　　エンジン側のドレンプラ

　　　グを締め付けます。

包　　　サブタンクをはずし、サブタンク内の冷却　　　水を排出します。

恩　　　サブタンクを元通りに取り付け、『MAX』　　　レベルまで冷却水を入れます。

旦
　　　ラジエーターに冷却水を口元いっぱいまで
　　　入れます。

母ラジー舛ヤップを締め付け就

　　　ラジエーターキャップカバー、およびラ

邑　　　ジエー山国プレートを取り付けます。
〈注意〉

○冷却水は『8－2．冷却水の点検』を参照してください。
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11長期保管

◆危険：感謝カミ

　　　O点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、エンジンキ

　　　　　一を抜いてから行ってください。その間、キーは作業する人が

　　　　保管してください。

盈』注意＝燈やけど

　　　O点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、絶対に火気

　　　　　を近づけないでください。また、エンジンが冷えてから行って

　　　　　ください。

盈』注意：火災

　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

（1）保管方法

　　本機を2カ月以上使用しないときは、次の手順で整備を行って保管して

　　ください。

邑バッテリーをはずし就

謡講ンジンオイノレを交換し就

↓燃料タンクと燃料フィルターの燃料を抜き就

旦オイルが納の液体を排出し就

　　　　各部を清掃し、湿気・ホコリの少ない場所に保管します。また，保管

母　　　　時には、吸気、排気穴から雨水が入らないようにカバーなどをかけて
　　　　おきます。

〈注意〉

　○取りはずしたバッテリーは、月1回程度補充電を行ってください。

　○エンジン関係の処置については、別冊のエンジン取扱説明書もあわせ

　　　てお読みください。
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（2）二段積みの方法

◆危険：けカく

　　　本機を山台積みにして、：倉庫などに格納するときは、必ず次の事項

　　　を守ってください。

　　　○本機のボンネットにへこみや、ボルト類のゆるみ欠落がないこ
　　　　　とを確認してください。

　　　〇二段積みの重量に耐えられる固い地盤に、・水平に置いてくださ

　　　　　い◎

　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。

　　　○発電機と発電機との間には、指定箇所に同一サイズで本機幅よ

　　　　　り長い枕木を入れ、その上に発電機を置いてください。

　　　○積み重ねは二段までとし、下になる機械の重量・寸法より大き
　　　　　い機械はのせないでください。

　　　〇二段積みの状態で機械の運転をしないでください。

穣沐詣定鰯所

　　＼

繭
㎝繍繍鞠購

鼕

　　舎
段積用枕塞位償

12故障時の対応

。危険感電

　　　○本機や体がぬれているときは、運転しないでください。

　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。

△臆けカミ

　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。

A臆燈やけど
　　　○絶対に火気を近づけないでください。

　　　○エンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になって
　　　　　いますので、エンジンが冷えてから点検等を行ってください。
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本機の調子が悪いときは、次の表にしたがって点検してください。

点検しても正常にならないときは、お求めの販売店か弊社営業所に修理を

申し付けてください。

故障の状況 推　定原　因 処　　置

スターターが回らない 1．バッテリー上がり 1．バッテリー液量の点検・充電

または回転が遅い 2．バッテリーの劣化 2．バッテリーの交換

3．バッテリー端子のはずれ、緩み 3．端子の取り付け、増締め

4．バッテリー端子の腐食 4．端子の清掃

5．スタータースイッチ、リレーの不良 5．指定サービス工場で修理

6。スターターの不良 6．指定サービス工場で修理

スターターはよく回 1．燃料の不足 1．燃料を給油する

工 るが始動しない 2．燃料フィルターの目詰まり 2．燃料フィルターの清掃、交換

ン
ジ

3．ゴーズフィルターの目詰まり 3．ゴーズフィルターの清掃、交換

ン 4．自動エア抜き用電磁ポンプフィルタ 4．フィルターの清掃、交換
が

始 一の目詰まり
動
し 5．燃料系統に水が混入 5．水分離器、燃料フィルター、燃料

な タンクの水抜き
い

6．燃料系統にエアーが混入 6．エアー抜きをする

7．燃料カットソレノイド（モータ） 7－1．ヒューズの点検、交換

が作動しない 7－2．燃料カットソレノイド（モー

タ）の点検、交換

＜外気が氷点下にな 1．燃料が凍結している 1．寒冷地用の燃料を使用する

っている〉 2．燃料系統に混入した水が凍結して 2．燃料系統の水抜き

いる

3．予熱装置の故障 3．指定サービス工場で修理

エンジンは始動するがすぐ 1．燃料フィルターの目詰まり 1．燃料フィルターの清掃、交換

に停止する 2．ゴーズフィル全一の目詰まり 2．ゴーズフィル鳴門の清掃、交換

3．燃料系統に水が混入 3．水分離器、燃料フィルター、燃

料タンクの水抜き

4．燃料系統にエアーが混入 4．エアー抜きをする

5．エアーフィルターエレメントの目 5．エアーフィルターエレメントの

詰まり 清掃、交換

6．オイル不足 6．オイルを給油

エンジン油圧が低い 1．オイル不足 1．オイルを給油

2．オイルフィルターの目詰まり 2。オイルフィルターの交換

3．油圧スイッチの不良 3．指定サービス工場で修理

4．油圧計の不良（オプション） 4．指定サービス工場で修理

5。オイル不適当 5．適正な種類、粘度のオイルと交換

オーバーヒートする 1．エンジンのサーモスタットの不良 1．指定サービス工場で修理

2．水温センサーの不良 2．指定サービス工場で修理

3．水温計の不良 3．指定サービス工場で修理

4．ファンベルトの緩み 4．ファンベルトの点検、調整

5．冷却水の不足 5．冷却水の点検、給水

6．ラジエーターロアの目詰まり 6．ラジエーターコアの清掃
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マフラーから黒煙がでる 1．エアーフィルターエレメントの目

@詰まり
Q．噴射ノズルの不良

R．燃料不適当

1．エアーフィルターエレメントの

@清掃、交換
Q．指定サービス工場で修理

R．清浄な燃料に交換する

マフラーから白煙がでる 1．オイルの上がり、下がり

Q。燃料に水混入

R．噴射ノズルの不良

S．冷却水温が低い

T．エンジンのサーモスタットの不良

1．指定サービス工揚で修理

Q．水分離器、燃料フィルター、燃

@　料タンクの水抜き

R．指定サービス工場で修理

S．暖機運転をする

T．指定サービス工場で修理

電圧計がふれない 1．電圧計の不良

Q．AVRの不良
R．配線の断線、端子の緩み、外れ

S．初期励磁回路の不良

T．発電機の不良

U．AVRの保護装置が作動

1．指定サービス工場で修理

Q．指定サービス工場で修理

R．指定サービス工場で修理

S．指定サービス工場で修理

T．指定サービス工場で修理

U．AVRのヒューズを交換する

定格電圧にならない 1．電圧計の不良

Q．AVRの不良
R．電圧調整ボリュウムの不良

S．周波数が低い

1．指定サービス工場で修理

Q．指定サービス工場で修理

R．指定サービス工場で修理

S．周波数を調整する

電圧が高すぎる 1．電圧計の不良

Q．AVRの不良
R．負荷ケーブルの誤接続

S．電圧切替（オプション）が400

@　Vセットになっている

1．指定サービス工揚で修理

Q．指定サービス工場で修理

R．出力端子への接続位置を正しく

@　セットする

S．電圧切替を200Vセットに変

@　える

機器を使用すると電圧が

蛯ｫく低下する

1．AVRの不良
Q．負荷i接続のアンバランス

R．周波数が異なる

S．使用機器の電流が定格をこえている

T。過：負荷

U．AVRの保護装置が作動

1．指定サービス工場で修理

Q．接続を変えバランスをとる

R．機器の指定周波数にあわせる

S．使用できる容量の機器に変える

T．負荷電流の合計を定格電流以下と

@する
U。AVRのヒューズを交換する

ブレーカーを『ON』にで

ｫない

1．ブレーカーのレバーが『ON』と

@　『OFF』の中間位置になっている

Q．負荷側の短絡

R．漏電警報器の作動

S。サーマルリレーの作動

1．レバーをいったん『OFF』にする

Q。負荷側を点検する

R．漏電箇所を修理する

S．サーマルリレーをリセットする
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1509001　　　　　認証取得取扱説明書防音型ディーゼルエンジン発電機DGM250UMI−P▲注意　　安全のため、ご使用前　　に必ずこの取扱説明書　　をお読みください。　　また、いつでもご覧い　　ただけるよう、大切に　　保管してください。目次1．安全上の注意2．仕様　2−1．諸元　2−2．周囲条件3．用途4．各部の名称　4−1．外観および各部の名称　4−2．操作パネルの各部の名称5。装備　5−1．モニター表示灯　5−2．計器類　5−3．オイルガード6．運搬・据え付け　6−1．運搬の方法　6−2．据え付けの方法7．負荷の接続　7−1．負荷ケーブルの選定　7−2．負荷ケーブルの接続方法　7−3．漏電遮断装置と接地の方法8。始業前点検　8−1．エンジンオイルの点検　8−2．冷却水の点検　8−3．ファンベルトの点検　8−4．燃料の点検　8−5．オイルガードの点検　8−6．燃料・オイル・冷却水　　　　　　　　　　　もれの点検　8−7．バッテリーの点検9．運転方法　9−1．始動・運転準備　9−2．200／400V切替機能　　　　　（オプション）　9−3．運転中の取り扱い　9−4．停止　9−5．保護機能10．点検・整備11．長期保管12．故障時の対応13．ゼネレータ電気回路図14．エンジン電気回路図頁14455556779141515161717182123232425262626ワ響◎000022n乙り01123014633334444新｛ヲ」rワ王業株i武会社21455−94311本機の運用について本機は「移動用発電設備」として電気事業法の適用を受けます。このたび、電気事業法に基づく「電気設備の技術基準の解釈」の一部が改正され、使用状況に合わせて下記のような監視が必要になりました。1．監視方式　本機（移動用発電設備）を工事現場等に臨時の仮設電源として施設する場合、本機の操作パネル部に　貼り付けている（社）日本内燃力発電設備協会（以下、内発協）の適合マークに応じ、次の2通りの方式で　の監視が必要になります。〈常時監視方式〉　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、工事現場等の同一構内で運転状態を監視する方　式。〈随時巡回方式〉　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、本機の管理上必要な頻度で随時巡回して運転状態　を監視する方式。（1）内発協の適合マークによる監視方式の違い�@「新適合マーク」が貼り付けられている場合　　く常時監視方式〉もしくはく随時巡回方式〉のいずれでも運用ができます。　ただし、「外部燃料タンク」を接続して外部から燃料を連続供給できるよう　　に施設した場合は、〈常時監視方式〉で運用する必要があります。　　（〈随時巡回方式〉での運用はできません）�A「新適合マーク』が貼り付けられていない場合　　く常時監視方式〉で運用する必要があります。　　ず　曝1囚　　　　　　醐辱（杜）日本内燃力舞電設備協会　　　麗証晶新適合マーク（2）本機をコ：：事現場等に施設する条件本機はく常時監視方式〉〈随時巡回方式〉に関わらず下記のように施設してください。�@一般電気事業者が運用する電力系統（商用電源）に接続しないでください。�A工事現場等の構内境界線全般に、さく・塀などを施設し、一般公衆が立ち入らない措置を施してくだ　　さい。2．保護機能の追加について　「新適合マーク」が貼り付けられている移動用発電設備には、下記の保護機能を追加しています。　（1）エンジン過回転防止機能　　　エンジンの回転速度が著しく上昇した場合、エンジンを自動的に停止させます。はじめに　このたびは、新ダイワ工業の防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。○この取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したも　のです。　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前に　は必ずこの取扱説明書をお読みください。○本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従　つた取り扱い、届け出を行ってください。　　※関係法令について不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所　　にご相談ください。○本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容：を理解し、安全な取り扱いができ　る人が行ってください。○本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。○取扱説明書は、いつでもご軽いただけるように大切に保管してください。國この取扱説明書では、注意事項のランクを下記のように区分しています。◆危険：取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う朧性がある雛4』注意：取り扱いを誤ると、中醸の傷害や軽傷を負う可能性がある場　　　　　合、および物的損害が発生する可能性がある場合。〈注意〉：その他の注意事項。。r△臆』に記載した事項でも、状況によって腫大傭故に結びつく可　能性があります。いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってく　ださい。1　安全上の注意＜》危険排気ガス中毒　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますの　　　　　　で、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。◇危険感電　　　　○運転中は出力端子部に触れないでください。　　　　○運転中は出力端子カバーを閉じ、固定ボルトを締めて運転してくだ　　　　　　さい。　　　　○コンセントに、ピンや針金などの金属物を入れないでください。　　　　○運転中は、内部の配線や電気部品に触れないでください。　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。いずれ　　　　　　か1つでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、漏電遮断　　　　　　装置を装備していないときより危険な状態となります。　　　　○使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断用接　　　　　　地端子と外箱接地端子は必ず接地してください。　　　　○漏電による感電のおそれがありますので、発電機の絶縁抵抗は定期　　　　　　的に測定してください。　　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずプレー　　　　　　カーを『OF：F』にして、エンジンを停止し、エンジンキーを抜い　　　　　　てから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してくだ　　　　　　さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　○点検・整備を行うときは必ずエシジンを停止し、エンジンキーを抜　　　　　　いてから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してく　　　　　　ださい。◆危険けが　　　　○運転中は臨機を閉じ、施錠をしてください。冷却ファンやベルトな　　　　　　どの回転部に巻き込まれるおそれがあります。A臆：排気ガス中毒　　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。A注意：目や皮膚の障害　　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣服な　　　　　　どに付着させないでください。　　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは　　　　　　必ず医師の診断を受けてください。盈』臆：爆発　　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしないで　　　　　　ください。　　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさせた　　　　　　り火気を近づけないでください。幽』臆＝火災　　　　○本機は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行うとき　　　　　　は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。　　　　　　また、エンジンが冷えてから行ってください。　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。また、　　　　　　燃料もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。　　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃　　　　　　料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでくだ　　　　　　さい。　　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転して　　　　　　ください。　　　　○交流出力を屋内配線に接続しないでください。　　　　○保管用カバーなどをかけるときは本機が冷えてから行ってください。△注意：やけど　　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでください。　　　　　　熱水蒸気が吹き出します。　　　　○運転中や停止直後は、エンジンやマ：フラーが高温になっていますの　　　　　　で、触れないでください。　　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停止し、　　　　　　エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイルゲージやオ　　　　　　イルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹き出します。△臆：けが　　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。　　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそれが　　　　　　あります。　　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してください。　　　　○エンジンを始動するときは、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレ　　　　　　ーカーを『OFF』にしてください。　　　　○運転中に本機を移動させないでください。2○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止してください。○改造したり、部品をはずしたままで運転しないでください。圏警告・表示ラベル貼付位置　　警告および、表示ラベルが見えにくくなったり破損したときは、新しいラベ　　ルを指定場所に貼りかえてください。ラベルの注文は（）内の番号で注文　　してください。　　　　　　　　　　　（品番19402−00324）　　�@取扱要領　　�A安全上の注意事項（品番19402−00125）�B排気ガス中毒�C感電�Dけが�Eけが�Fやけど�Gやけど�H火災�I吊り上げ箇所�J段積用枕木位置�K外箱接地端子�Lタンク吊り上げ〜ノ＼」ノ））））））＼ノ））1602849231921221211113131111111130000000000000000000000＝＝＝＝＝一2222222111200000000000444444444449999999999911111111111番番番番番番番番番番番品品品品品品品品品品品！誓＼！罪＼（ノ響＼（（（／一＼（（（曾、P3／圓働露／〔◎　　　　　　　　　　　　饗。　o誹i鞍　油B　　　　　◎竃。鰻。o。軍零　　　　　　【〔13燃閥タンク1一Gρ　　　目P　　’　野田D　　騨羅◎。�糞・@o）◎�C1・���K�E（或5（iう8麗翌＿＿暴瓢。＝暫取譲鍵粛融　　　　鰍◎ぞ＼國　　　　　　　　　　ll＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」o�@89璽（勲璽o　霞．＼＼舅無團醐　o�D〜⊃【ll】離1�d聖，羅◎囲繭b：　一1り�qL」　　　　　　　　　　　　［＝P3項　　目単位DGM250UM卜P発電方式一回転界磁型ブラシレス式三相同期発電方式三相4線式kVA2025定格容量kW1620単相3線式kVA12／［6］※115／〔7．5］※1kW12／［6］※115／［7．5］※1定格電圧三相4線式V200／〔400］※1220／［440］※1単相3線式V200／100220／110定格電流三相4線式A57．7／［28．9］※165．5／E32．8］※1発　電　機単相3線式A60／［30］※168．2／［34．1］※1定格周波数Hz5060定格回転速度mln−115001800回路方式一三相4線式、単相3線式力　　　　率％三相80、単相100絶縁階級一F種励磁方式一自励式（ブラシレス）極　　　　数一4極名　　　　称一立形水冷4サイクルディーゼル機関型　　　　式一いすゴAA−4LE1シリンダ数一内径×行程mm4−85×96連続定格出力kW｛PS｝19．1｛26｝23．5｛32｝回転速度mln⇔115001800総行程容積L2，179燃焼方式一渦流室式冷却方式一ラジエーター水冷式潤滑方式一トロコイドポンプによる強制潤滑式エ　ン　ジ　ン始動方式一セルスターター方式使用燃料一軽油使用潤滑油一CC級以上燃料タンク容量L195潤滑油総量L8．5（フィルター0．4Lを含む）冷却水総量L8．2（サブタンク0．9Lを含む）セルモーター容量V−kW12−2．0オルタネーター容量V−A12−20バッテリー一75D31R長　　　　　さmm1440幅mm780外形寸法高　　　　さmm1525乾燥質量kg810整備質量kg995※1：オプション（200／400V切替機能）の400Vセット時42−2．周囲条件　　本機は下記の周囲条件下で使用してください。これらの条件が満たせない　　場合は、故障や出力不足・耐久性の低下などのおそれがあります。國周囲温度團相対湿度團標高一15℃〜40℃80％以下300m以下3．用途○水中ポンプなどの土木機械の電源等○照明機器の電源等○電動工具や家電機器の電源等4．各部の名称4−1．外観および各部の名称　　　　吊り金具　　　　　ノぬか　　だ　　　薩…こごこ＿　　　　雁τド1一イ7卿一髪くll｛　　　　　蕪癸一菖　　燃料ドレン　　　　　　　　o　　　　　　　オイルガードドレン　　　　は　ブ　　ミぜザヘロﾐ　サ　ハ『讐r　　　　　ll　　　　　・1　　　　　〜エンジン　　　　　　　　ll詞“　1　　　　　　ラジエ＿タ＿　　　；コープ掛金異義　〔コ。〕o口〔コ＝コ　鶯じ〕こユ環環鶯　難〔コ欝。こコこコ　鍛に〕難・臼じ⊇じ｝発電機点検簾「　一l　　l蜂＿→　　　　　　　　ぎセ　彪一1一　　1　　〜”：工霧7　’滅農　i　載　　。i　　ii　・　。．　l　　t鷲・　i　　　　ザ羅頚霞藻巴鋤廼悪コー謬一堺」　、捧ヨ…一…一婆｝…………閥…｝購読麟耀ご邑L桑簡単ほ讐リ　ダ響一／サブタンクエンジン点検扉オイルフィラ燃料タンク冷却水ドレン54−2．操作パネルの各部の名称※※／繍　　　　闘／／什嚇掌1211143�I198720鰯−”隠り圏6靴十二　　　ア罎7U／1”／171813161552146921可−里　　　　　　　　　　　。�@三相ブレーカー�K油圧計（※オプション）�A単相ブレーカー�L燃料計�B電圧計�M積算時間計�C電流計�N予熱表示灯�D周波数計�Oスタータースイッチ�E漏電警報器�Pスロットルレバー�Fパネルライト兼用発電表示灯�L周波数調整スクリュ�G電圧調整器�R過回転表示灯�H電流計切替スイッチ�S400V警告灯（※オプション）�Iモニター表示灯�Aオイルガード液量表示灯�J水温計65−1．モニター表示灯◎　本機は、　『冷却水温』　『エンジン油圧』　『バッテリー充電』と『過回転』のモニター表示灯を装備しています。本機が正常であれば、スタータースイッチを『停止』から『運転』の位置にすると『エンジン油圧』『バッテリー充電』の表示灯が点灯し、エンジンを始動するとすべての表示灯が消灯します。運転中、　『冷却水温』　『エンジン油圧』　『過回転』いずれかに異常が発生すると、モニター表示灯が点灯してエンジンが自動停止します。自動停止した場合は、いったんスタータースイッチを『停止』の位置にもどしてから、エンジンを再始動させてください。そして、次に自動停止するときのモニター表示灯の点灯状態を見て、異常箇所の確認をしてください。◆危険＝けが　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベル　　　　　トなどの回転部に巻き込まれるおそれがあります。（1）冷却水温モニター表示灯（水温上昇）△臆やけど　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでく　　　　　ださい。熱水蒸気が吹き出します。　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、　　　　　触れないでください。冷却水温Wλ較正MP〈注意〉運転中に冷却水の温度が110℃以上に上昇すると、冷却水温モニター表示灯が点灯してエンジンが自動停止します。そのときは、サブタンクの水量を点検し、不足している場合はサブタンクに冷却水を補給してください。（『8−2．冷却水の点検』参照）規定量ある場合は、ファンベルトの緩みあるいは冷却系統の冷却水漏れも考えられますので、エンジンが冷えてから点検を行ってください。○冷却水量が少なすぎると水温を検知しませんので、ラジエーター　サブタンク内の水量を始業前に必ず点検してください。7（2）エンジン油圧モニター表示灯（油圧低下）盛』注意＝やけど　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、　　　　　触れないでください。　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを　　　　　停止し、エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオ　　　　　イルゲージやオイルフィラキャップを開けると、高温のオイ　　　　　ルが吹き出します。　　　　　運転中にエンジンオイルの圧力が0．98×100kPa｛1kgf／c�u｝以　　　　　下に下がると、油圧モニター表示灯が点灯してエンジンが自動　　　　　停止します。エンジン油圧　そのときは、エンジンオイルの量を点検し、エンジンオイルを肌PRεSS　上限レベルまで給油してください。〈注意〉　○油圧モニターは、オイルの劣化を検知することはできません。　　　エンジンオイルは定期的に交換してください。　　　『8−1．エンジンオイルの点検』参照（3）過回転モニター表示灯過回転表示灯本機は、エンジンに異常が発生し、エンジン回転速度が著しく上昇した場合、エンジンを自動的に停止させる機能を装備しています。運転中にエンジン回転速度が2070mir1以上に上昇すると、過回転表示灯が点灯してエンジンが自動停止します。そのときは、エンジン内部の故障が考えられますので、お求めの販売店か弊社営業所にご連絡ください。（4）バッテリー充電モニター表示灯（チャージランプ）　　　　　運転中に充電ができなくなると、バッテリー充電モニター表示　　　　　灯が点灯します。　　　　　そのときは、ただちにエンジンを停止し、お求めの販売店か弊　　　　　社営業所にご連絡ください。バッテリ充電　c鎧ARaE〈注意〉　○バッテリー充電モニターは、バッテリーの劣化やバッテリー液の不　　　足を検知することはできません。　（『8−6．バッテリーの点検』参　　　照）85−2．計器類エンジン用計器（1）積算時間計�o画運転時間を示します。定期点検の時間管理の目安にしてください。なお、エンジンが運転・停止状態にかかわらずスタータースイッチが『運転』位置の状態であれば、積算時間計は作動しますので注意してください。（2）水温計エンジン冷却水の温度を示します。使用条件により異なりますが、運転中おおむね80〜950Cを示しているのが正常です。〈注意〉　○水温計の値が基準値を越えている場合は、負荷を切りアイドリング　　状態（1000miパ1）で冷機運転を行ない水温が下がるのを待ってく　　ださい。（3）油圧計（オプション）エンジン潤滑系統の油圧を示します。使用条件により異なりますが、運転中おおむね2．9〜4．9x100kPa｛3〜5kgf／c�u｝を示しているのが正常です。ただし、寒冷時でエンジン始動直後はそれ以上になることがあります。正常圧力になるまで暖機運転をしてください。（4）燃料計燃料タンク内の燃料の量を示します。燃料満タン時は『：F』を示します。『E』に近づいた時は、残量が少なくなっています。すみやかに、燃料を補給してください。9発電機用計器（1）電圧計戴％○　　　　○○　発電機の三相出力電圧（R−T間電圧）を示します。　運転中は50Hzのとき200V、60Hzのとき220V　を指示しているか確認してください。単相3線式出力電圧　（U−W間電圧）は、三相出力電圧（R−T間電圧）と同一電圧　となりますので、電圧計の指示値を参考にしてください。※三相400V設定（オプション）で使用する場合、50Hzの　とき400V、60Hzのとき440Vを指示しているか確　認してください。単相3線式出力電圧（U−W間電圧）は、電　圧計指示値の半分の数値になります。（2）電流計蟷％O　　　O　　O　　　発電機の出力電流（相電流）を示します。　　　電流計切替スイッチを『R』にすることで、三相R相と単相　　　U相の出力電流を示します。また、『T』にすることで、三　　　相T相と単相W相の出力電流を示します。　　　『S』は、三相出力端子Sの出力電流を示します。〈注意〉　○単相出力の電流計測をする場合には、電流計切替スイッチを　　　『R』または『T』に切り替えてください。　『S』セットで　　は正確な電流が計測できません。（3）周波数計　　．．。一筋�`ｭ財o　　　O　　O電源の周波数を示します。運転中は50Hz、または60Hzを指示しているか確認してください。（1）予熱表示灯スタータースイッチを『運転・予熱』の位置にすると予熱表示灯が点灯します。予熱が完了すると消灯し、始動可能になったことを示します。　〈注意〉　　○予熱の時間は、冷却水温の状態で変わり、約1〜5　　　　秒で完了します。10（2）パネルライト兼用発電表示灯欝”エンジン運転時に点灯し、発電していることを示します。（3）オイルガード液量表示灯　　　　　　オイルガードに溜まった液量が、オイルガード満容：量の　　　　　　　1／4（約50L）になると、ランプが点灯します。　　　　　　　（『5−3．オイルガード（P14）』参照）（1）スタータースイッチ�@停止　エンジンを停止し、すべての電源が切れる位置です。　また、この位置で『キー』の抜き差しができます。　　　　　　�A運転・予熱　　　　　　　運転を行う位置です。また、寒冷時の始動性を向上させ　　　　　　　るために、グローブラグを予熱する位置も兼ねています。〈注意〉　○エンジンを停止したままこの位置で放置しないでください。パッテ　　　リーがあがります。�B始動　エンジンを始動させる位置です。『キー』から手を離すと　自動的に『運転・予熱』位置に戻ります。（2）ブレーカーO緯OL負荷側に送電するためのスイッチで『ON』にすると出力端子に電圧が掛かります。負荷側の短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して負荷側への送電を停止させます。〈注意〉　○負荷の運転・停止を、このブレーカーの操作で行わないでください。11（3）サーマルリレー　　三相出力、単相出力又は、三相・単相同時出力使用において、過電流が　　流れた場合、三相及び単相ブレーカーを遮断させるリレーです。　　ブレーカーが作動したときは、レバーが『ON』と『OFF』の中間位　　置になります。　　そのときは、負荷を軽減させ、次の手順で復帰してください。。ユエンジンを停止し就　　　操作パネルを開け、サーマルリレーのリセットボタンを押します。具　　　　以上の操作で再びブレーカーを『ON』できる状態となります。〈注意〉　○サーマルリレーの設定値は勝手に変えないでください。7∠＼輝［P矯冒δﾃ書証　　　　　　o串　oｲ。　　　6＼サーマルリレーリセットボタン（4）漏電警報器負荷側の漏電を検知し、三相及び単相ブレーカーを遮断させます。　（『7−3．漏電遮断装置と接地の方法』参照）（5）電流計切替スイッチスイッチを切り替えることにより、つぎの出力端子の電流が電流計に表示されます。　　○　『R』：三相R相＋単相U相（合計）　　○　『S』：三本目S木目　　○　『T』：三相T相＋単相W相（合計）12〈注意〉　○単相出力の電流計測をする場合には、電流計切替スイッチを『R』、　　　『T』に切り替えてください。『S』セットでは正確な電流が計測　　できません。電圧調整器、調速装置（1）電圧調整器発電機の出力電圧を調整するダイヤルです。ダイヤルを時計方向に回す（高方向）と電圧が上がり、反対方向に回す（低方向）と下がります。（2）調速装置固定ナット◎　スロットルレバー　／／／／ノノ＼、　　　　周波数調整スクリュ　　、、　　　　　　　　／／／　　　　　，／◎．／／�@スロットルレバーエンジンの回転速度を調整するレバーです。スロットルレバーを引いて、左に回すと「運転」位置になります。　「アイドリング」位置にするには、スロットルレバーを引いて右に回し、スロットルレバーを押し戻します。エンジンの始動、一樹・冷機運転時は『アイドリング』の位置にし、定格運転時（50Hzまたは60Hz）は、『運転』の位置にしてください。�A周波数調整スクリュスロットルレバーを『運転』の位置にし、周波数調整スクリュの固定ナットを緩め『高速』側にまわすと周波数が高くなり、『低速』側にまわすと低くなります。〈注意〉　○出荷時は50Hzに調整しています。　　　60Hz地域では上記の要領で調整しなおしてください。　○無負荷時に下記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ50Hzま　　たは60Hzになります。無負荷周波数（回転速度）50Hz　運転52．5Hz　（1575min，『■）60Hz　運転63．OHz　（1890min二■）135−3．オイルガード　　　　万が一オイルや燃料などが漏れた場合に、これら液体が機外に漏れ出　　　ないようにするため、本機のベース部分はオイルガード構造（液体が漏　　　れない；構造）になっています。また、このオイルガードの部分には、大　　　型燃料タンクが内蔵されています。　　　　従って、雨天時に機内に侵入した雨水もこのオイルガードに溜まりま　　　すので、オイルガード内面や燃料タンク外面が錆びないよう、定期的に　　　内部の液体を排出するようにしてください。尚、雨が降ったときは、そ　　　の都度、排出させてください。　　　　また、排出忘れなどにより、液体が濫れ出るのを防止するため、操作　　　パネルに表示灯を装備しています。満容量の1／4（約50L）まで液体　　　が溜まると、センサーが作動して表示灯が点灯します。〈注意〉　○内部で漏れる可能性がある液体類は、オイル、燃料、冷却水、バッ　　　テリー液ですが、侵入した雨水と内部で漏れた液体を判別する機能　　　はありません。排出した液体は、水質汚濁防止法、土壌汚染防止法、　　　大気汚染防止法などに基づく、廃棄処理を行ってください。溜まった液体の排出は次のように行ってください。具エンジンを停止脚　　　　液体を受ける容器をオイルガード母　　　　ドレンの口元に置きます。〈注意〉○地面の傾斜によって、本機正面側　　（コック側）が高くなっている場合　は、後方底部のドレンをご使用くだ　さい。且　　　　ドレンプラグを外し、ドレン　　　　コックを『開』にします。　　　　液体が抜けたら、ドレンコック包　　　　を『閉』にし、ドレンプラグを　　　　締付けます。〈注意〉○工場出荷時は、ドレンコックに　ドレンプラグを取付けています　が、ドレンコックのみでも止水　できます。ドレンプラグ夢Y、一……ン0　　・堅やL�j、　＼むドレンコック146運搬・据え付け6−1．運搬の方法◆危険：けカミ　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するお　　　　　それがあります。（1）吊り上げ方法　　吊り金具を使用して吊り上げてく　　ださい。（2）運搬　　本機を運搬するときは、左右のロー　　プ掛金具にロープを掛け、しっかり　　と固定して行ってください。0一プ掛金具　　　危険　　け　がこ潭禽異“駿写離虚貫で7ので。扇り篇厚ないで《駕8い．落7，■継奪M哩あ嚇蕊7．醐嚇＜注意＞　O本機の吊り上げ・吊り降ろし、また運搬の際は丁寧に取り扱ってく　　　ださい。　　乱暴に取り扱うと本機の損傷、故障の原因となります。156−2．据え付けの方法O危険：排気ガス中毒　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれてい　　　　　ますので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しな　　　　　いでください。』』注意：排気ガス中毒　　　O排気を通行人や建物などに向けないでください。A注意：火災　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運　　　　　転してください。　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけ　　　　　ないでください。圏本機は、固い平坦な地盤に水平に設置してください。陽操作パネル扉・左右点検扉は、内部の点検整備が行えるように、壁など　の障害物から1m以上離して設置してください。〈注意〉　○本機は、固い平坦な地盤に水平に設置して使用することを前提にし　　て作られています。　　従って、それ以外の設置方法での使用は故障の原因となりますので　　注意してください。　○ラジエーターの排風口、マフラーの排気口の方向に障害物を置かな　　いでください。　　エンジンの出力低下・オーバーヒート・電装部品の故障の原因にな　　ります。　○ほこりや塩分の多い場所での使用は、ラジエーターの目詰まりによ　　るオーバーヒートや故障・電装部品の絶縁低下の原因になりますの　　で、十分に保守・点検を行ってください。167負荷の接続7−1．負荷ケーブルの選定　　ケーブルに使用できる許容電流と、本機から使用機器までの距離を考慮し、　　十分な太さのケーブルを使用してください。凶』注意：物的損害　　　○負荷電流がケーブルの許容電流を越えると発熱によりケーブ　　　　　ルが焼損することがあります。　　　○ケーブルが長すぎたり、細すぎたりするとケーブル間での電　　　　　圧降下が大きくなり、使用機器への入力電圧が下がり性能低　　　　　下や作動不良、また故障の原因になります。〈注意〉　○ケーブル問での電圧降下が、定格電圧の5％以内となるように太さ　　と長さを選定してください。断負荷ケーブルの電圧降下を求める簡略式　〇三相の場合郵送（v）一渚ﾈ…さ（黒）×電流（A）頑○単相の場合　　　　　　　　　　　長さ（m）　　　　　　　　1電圧降下（V）＝一×　　　　　　　　　　　　　　　　　×電流（A）×2　　　　　　　　　　　太さ（mm2）　　　　　　　58　　　魍負荷ケーブルの選定表（例）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。三相　キャブタイヤケーブル単芯の場合（単位：m�u）　　長さd流50m以下75m100m125m150m200m20A3．55．　588141440A8141414222260A14142222303880A14222230385017（例）使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。単相　キャブタイヤケーブル単芯の場合（単位：狙�u）　　長さd流50rn以下75m100m10A5．55．　5820A8142230A14222250A223030100A3050607−2．負荷ケーブルの接続方法◆危険編　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ず　　　　　すべてのブレーカーを『OFF』にし、エンジンを停止し、　　　　　エンジンキーを抜いてから行ってください。その間、キーは　　　　　作業する人が保管してください。△注意：火災　　　○発電機出力を屋内配線に接続しないでください。〈注意〉　○負荷の接続は、発電機の出カセット、出力端子の接続位置と負荷の　　電源が合っていることを確認してください。　00端子を使って単相負荷を使用する場合は、各相の電流が均等にな　　るよう注意してください。　〇三相出力と単相3線式出力を同時使用する場合には、合計電流が三　　相の定格電流を超えない範囲で使用してください。　〇三相出力と単相3線式出力を同時使用する場合には、お互いの出力　　に影響を及ぼす場合がありますので注意してください。（1）三相出力端子　　■三相負荷の場合　　○端子電圧は200／220V［400／440V］　　　　（50／60Hz）です。　　※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定時18β　　負荷團単相負荷の場合○端子電圧は115／127V［230／254V］　　（50Hz／60Hz）です。※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定時R　　　S　　　T○　　○　　○0○し　　コ　　し　　ノ　ロ｛｝｛」β負荷　負荷　負荷遡単相負荷の場合○端子電圧は200／220V［400／440V］　　（50Hz／60Hz）です。※〔］オプション（200／400V切替機能）400V設定時〕　　〕　　〕｛」£」β負荷　負荷　負荷（2）単相3線式出力端子およびコンセント　　團単相3線式負荷の場合　　OU−W端子電圧は200／220V（50Hz／60Hz）です。　　　　U−0端子電圧は100／110Vです。　　　　W−0端子電圧は100／110Vです。19團単相200／220V負荷の場合　　囲単相100／110V負荷の場合U　　　O　　Wr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、@○↓　↓〇　　負荷團単相100／110VコンセントU　　　O　　　Wr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、↓↓↓〕〕｛Lβ負荷　負荷CON　1CON2　　　，荷0−・CON3CON4　　，荷0−・團出力端子と併用使用しない場合、各端子およびコンセントで使用できる電　力は下記の通りです。CON　1一〇　　　↓合計CON3一〇　　　　↓合計以下のkVAまで使用できます。単相100／110コンセント単相3線式出力端子CON1CON2CON3CON4合計U−W12／15m6／7．5］12／15m6／7．5］U−06／7．5m3／3．25］1，5／1．651，5／1．651，5／1．651，5／1．656／7．5m3／3．25］W−06／7．5m3／3。25］6／7．5m3／3．25］※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定で使用する場合。20〈注意〉　○単相100／110V（出力端子U−O／W−0間）を使用する場合　　は、U−0／W−0間で：負荷が均等になるようにしてください。　○単相3線式出力端子およびコンセント出力を同時に使用する場合は、　　各相に流れる電流が本機の定格電流以下となるようにしてください。　〇三相400V設定（オプション）で使用する場合、単相3線式出力電　　圧は、三相200V設定時と同じ単相200V／220V・100／　　　110Vを出力しますが、使用できる電力は半分になりますので：負　　荷の取りすぎに注意してください。7−3、漏電遮断装置と接地の方法。危険感電　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。　　　　　いずれか1つでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流　　　　　れ、漏電遮断装置を装備していないときより危険な状態となり　　　　　ます。　　　　○使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断　　　　　用接地端子と外箱接地端子は必ず接地してください。　　　　○接地工事は、必ずエンジンを停止して行ってください。　　　　○漏電遮断装置が作動したときは、必ず漏電箇所を修理してくだ　　　　　　さい。本機は、感電事故防止のため漏電警報器より信号を受けてブレーカーを遮断させる漏電遮断装置を装備しています。使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路を遮断します。漏電警報器の仕様は次の通りです。　○定格感度電流　　30mA以下（接地抵抗500Ω以下）　○作動時間　　　　0．1秒以内く注意〉　○他の感度電流の漏電警報器も取り付け可能です。ただし、その場合　　必要とする接地抵抗値、接地用コンデンサの容量などが異なってき　　　ますので、別途弊社営業所にご相談ください。また感度電流30謡を　　超える場合（100，200，500謡など）は、感電防止用としては不十分と　　　なります。その場合、各負荷ごとに感度電流30飴以下の漏電遮断器　　　を取り付けてください。感度電流の選定に関する詳しい情報は、内　　線規定（（社）日本電気協会）の151．2項「漏電遮断器などの選定」　　　　を参照してください。（1）接地工事　　電気工事恥辱の資格者が、つぎの3　　箇所すべてにD種接地工事（接地抵　　抗500Ω以下）を行ってください。　　○本機の漏電遮断用接地端子　　○本機の外箱接地端子　　○使用機器の金属製外形／�H“一認麗強灘騨湘　　　「　　　外山接漉磯r許／　〃多〃i乏　多　　　　アース棒21〈注意〉　○使用機器に接地工事が行えない場合は、お求めの販売店か弊社　　　営業所にご相談ください。（2）作動確認O危険：騰けカミ　　　　○ブレーカーを『ON』にするときは、必ず負荷側のブレーカーや　　　　　使用機器のスイッチが『OFF』になっていることを確認してく　　　　　ださい。また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカ　　　　　一の操作を行ってください。始業前には、必ず作動確認を行ってください。具　　　　負荷側のブレーカー、使用機器のスイッ　　　　チが『OFF』になっていることを確認　　　　します。且　　　　本機の三相・単相ブレーカーが『OFF』　　　　になっていることを確認します。母　　　『9−1．始動・運転準備囲に従ってエンジン　　　を始動します。　　　　　　　・〔コ・��　　凸　　　團�I　　　　　圃團◎　　　　　　　團�J　　　　　�R　　　　　　　◎�M。蕊相ブレーカ＿　単相ブレーカー　漏電警報器　　　三相及び単相ブレーカーを『ON』にします。包　　　漏電警報器のテストボタンを押します。　　　　このとき、漏電の漏電表示灯（LEDランプ）ε　　　　が点灯し、三相及び単相ブレーカーのレバー　　　　が『ON』と『OFF』の中間位置に移動す　　　れば正常です。　　　　リセットボタンを押します。このとき、漏電母　　　　表示灯（LEDランプ）が消灯します。漏電表示灯　　漏電警報器@　　　　　　　　f◎ワ　く＝フ躍リセットボタン　　テストボタン〇　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OFF』の位置まで押し下げ　　　　ます。以上の操作で作動確認できないときは、装置が故障していますので、お求めの販売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。（3）漏電遮断装置が作動した場合　　漏電遮断装置が作動したときは、漏電表示灯（LEDランプ）が点灯し、　　三相及び単相ブレーカーのレバーが『ON』と『OFF』の中間位置に　　なります。そのときは、漏電箇所を修理してから、つぎの手順で復帰し　　てください。　　（漏電表示灯が点灯していないときは、電流の取りすぎです。）22」ユリセットボタンを押猟エンジンを停止し就母　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OF：F』の位置まで押し下げ　　　　ます。以上の操作で、再びブレーカーを『ON』にできる状態となります。8．始業前点検◆危険繭ナカミ　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから　　　　　行ってください。　　　　　その間、キーは作業する人が保管してください。△注意：火災。やけど　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないで　　　　　ください。また、エンジンが冷えてから行ってください。△注意：火災　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。8−1．エンジンオイルの点検　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読み　　　　ください。　　　オイル量の点検は、本機を水平にし、オイル　　　　ゲージをいっぱいに差し込んで確認してくだ　　　さい。始業前にはオイルを上限レベルまでオ　　　イルフィラから給油しておいてください。　　　〈注意〉　　　　○オイル量の点検はエンジンを停止、あるい　　　　　　は給油して『10〜20分後』に点検して　　　　　　ください。　　　　○本機が傾いた状態では、オイル量を正確に　　　　　　確認することができません。　　　　○オイルの入れ過ぎはエンジンを破損するこ　　　　　　とがありますので注意してください。　　　（1）エンジンオイルの種類：　　　　　APIサービス分類のCC級以上を使用して　　　　　ください。　　　（2）エンジンオイルの粘度下隈レベル　　　上置レベル　　　ォィルゲージ　　　　　　　　ぎX一畠國圏襯×辞一覗。瞳八一甑オイルは外気温度に応じて適正な粘度（表を参照）のディーゼル用エンジンオイルを使用してください。　　　　　　　　　　　　23○粘度と気温との関係　　　　　　　　　卜SAE2・・2・W一→1　卜SAE4・　　　　　一SAE　10W一　　一SAE30一穂β0ド門15ド015　　25　30SAE　10W−30一一一一一←　SAE　15W−40・20W−40（3）エンジンオイル交換油量単位：L潤滑油総量（フィルター容量を含む）8．　5（0．　4）（）内はフィルター容量を示す。8−2．冷却水の点検　　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。◇危険：けカ，　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してください。A注意：やけど　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。ラジエーターとサブタンクの冷却水量を点検し、不足しているときは給水してください。（1）ラジエーターの点検・給水邑　　　ラジエータープレート、およびラジエー　　　ターキャップカバーをはずします。且ラジーターキャップをはずし高邑　　　冷却水を給水口の口元いっぱいまで入れ　　　ます。包ラジーターキャップを締め付け就　　　ラジエーターキャップカバー、およびラ母　　　ジエータープレートを取り付けます。24（2）サブタンクの点検・給水　　　　サブタンク内の冷却水が『MAX』と『MIN』レベルの範囲にあ包　　　　　るか点検します。具不足しているときは冷却水をrMAX』まで入れ就〈注意〉　○冷却水は水道水などの水質の良好な軟水に凍結防止・防錆効果のあ　　　るアルミラジエーター用ロングライフクーラント（LLC）を混合　　　して使用してください。　○工場出荷時は、混合率30％のLLC（ISUZU純正LLC：ベスコ　　　LLCスーパータイプE）を使用しています。　○サブタンクにも同混合率のLLCを使用してください。　OL，LCの混合率は、外気温度に応じて30〜50％の範囲で使用し　　　てください。　OLLCを補充する場合は、注入してあるものと同じ銘柄を使用して　　　ください。　○異なる銘柄との混合は、行わないでください。　OLLCは2年または1000時間で交i換してください。　　　　　　　　　　混合率の目安外気温度一15℃一23℃一350C混合率30％40％50％（3）冷却水量単位：L冷却水総量（サブタンク容量を含む）8．　2　（0．　9）（）内はサブタンク容量を示す。8−3．ファンベルトの点検　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。0危険：けカミ　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行　　　　　ってください。その問、キーは作業する人が保管してください。　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。』』臆やけど　　　○エンジン停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。25（1）ファンベルトの張り　　ファンプーリーとオルタネータプーリーの　　中間を指で押し（約98N｛10kgf｝）『たわみ』　　が8〜10�oであれば適正です。（2）ファンベルトの状態　　ベルトに損傷がないか点検し、損傷がある　　場合は交i卜してください。〈注意〉（98N）　＼黛ホ��　7○ベルトの調整および交換は、別冊のエンジン取扱説明書に従ってく　ださい。8−4．燃料の点検A臆＝火災　　　　○燃料をこぼしたときは、必ずオイルガードドレンコック　　　　　　を開け、こぼした燃料の排出を行ってください。　　　　　　（『5−3．オイルガード（P14）』参照）燃料が十分入っているか点検し、不足しているときは給油してください。〈注意〉　○燃料は、ディーゼル用JIS2号軽油（一5℃まで）を使用してく　ださい。○寒冷時は、ディーゼル用JIS3号軽油　　（一15℃まで）やJIS特3号軽油　　（一25℃まで）を使用してください。○給油口に装着してある燃料コシ網を必ず　使用してください。○燃料は、満タンより控え目に給油してく　ださい。紹油口燃料コシ網�Qタンクキャップ給湘ドア8−5．オイルガードの点検　　オイルガードドレンコックを開け、内部に溜まった液体を排出してくださ　　い。　（『5−3．オイルガード（P14）』参照）　　また、排出した液体にオイルなどが混入している場合には、燃料もれ、オ　　イルもれの可能性がありますので、もれ箇所の確認をしてください。8−6．燃料・オイル・冷却水もれの点検△注意：火災　　　○燃料やオイルのもれがある場合は、絶対に使用せず修理して　　　　　ください。燃料配管接続部などからの燃料もれ、およびオイルや冷却水のもれがないかどうか、点検扉を開けて点検してください。268−7．バッテリーの点検護』臆＝目や皮膚の障害　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・　　　　　衣服などに付着させないでください。付着したときはすぐに　　　　　多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは必ず医師の診断　　　　　を受けてください。護h臆爆発　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をし　　　　　ないでください。　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパーク　　　　　させたり火気を近づけないでください。具　　　液面高さを点検し、下限レベルに近　　　いときは蒸留水を上限レベルまで補　　　給します。母　　　端子のゆるみを点検し、ゆるんでい　　　　るときは増し締めしてください。　　〈注意〉　　○バッテリー液の比重が1．23以下幽子gQ99zl器諜畷琶下領レベル上餓レベル　　　　のときは充電が必要ですので、お求めの販売店か弊社営業所に申　　　　し付けてください。■バッテリーの交i換方法母　　　バッテリーの『一』側ケーブルをは　　　ずします。　（必ず『一』側を先には　　　ずします。）。旦パッテ咽定銀をはずし就母r＋鯛ケーブノレをはずし就旦バッテリーを取り出し就※バッテリーの取り付けば逆の手順で行います。　『＋』側ケーブルを先に取り付けます。）（交換したバッテリーの279．運転方法9−1．始動・運転準備◆危険：排気ガス中毒　　　Oエンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれて　　　　　いますので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転　　　　　しないでください。盛』注意：排気ガス中毒　　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。△臆：火災　　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある　　　　　物（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近　　　　　づけないでください。　　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所に　　　　　設置してください。A注意＝けカミ　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してく　　　　　ださい。　　　○始動前に、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレーカーを　　　　　『OFF』にしてください。包　　　本機操作パネルの三相、および単相　　　ブレーカーを『0：F：F』にします。具　　　スロットルレバーを『アイドリング』　　　の位置にします。母　　　　スタータースイッチを『運転・予熱』　　　　の位置にします。　　スQツトルレバーアイドリング位置一懸璽才・・甑乃簸灘鯵倫壇”論醗�oJ意舐　2縛蒸転紺漏窮　簾懇浄一蛮包　　　予熱表示灯が『点灯』から『消灯』に　　　なったら、ただちに『始動』の位置に　　　　し、エンジンを始動します。三相ブレーカー　　単指ブレーカー　　　電圧麗埜ダイヤル_　1　／、　　　　　　｝　　　　　　／昌亭亭δ固目◎コ　　昌□○コ　／ヅ�h．研1；．墨、：　7今∠　iオィルカ“一ド　　多熱衷示灯　　　　スタータースィッヂ　ス。ットルレバー…　　甲　　一　…　　　　　｛28＜注意＞　　O予熱時間は、冷却水温の状態でかわり、約1〜5秒で完了します。　　○セルモーターは、10秒以上連続してまわさないでください。　　○スタータースイッチの操作を繰り返すときは、30秒以上操作間隔　　　　をあけてください。旦エンジンが始動したら・スタータースイッチから手を離し就下約5分間灘運転をし就。　　　スロットルレバーを『運転』の位置にします。　　　下記の無負荷周波数になっているか確認します。無負荷周波数（回転速度）50Hz　運転約52．5Hz（1575min−1）60Hz　運転約63．OHz（1890miR−1）　〈注意〉　　　○周波数が合っていない場合、または周波数を変更する場合は『周波　　　　数調整スクリュ』で調整してください。　　　○無負荷時に上記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ50Hzま　　　　たは60Hzになります。母電圧議ダイヤノレで規定電圧にあわせま引50Hz　運転200V［400V］60Hz　運転220V［440V］※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定で使　心する場合。母プレーかをr・N』にすることで送電状態になり就0危険＝繭けカミ　　　○ブレーカーを『ON』にするときは、必ず負荷側のプレー　　　　　カーや使用機器のスイッチが『OFF』になっていること　　　　　を確認してください。　　　　　また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカー　　　　　の操作を行ってください。299−2．200／400V切替機能（オプション）　　　本：機に200／400V切替機能部品（オプション）を装備すると、操　　　作パネル面に設けた電圧切替スイッチのレバーを切り替えることで三相　　　出力を200Vまたは400Vに切り替えて使用することができます。◆危険＝感電　　　○電圧切り替え作業を行う場合はブレーカーを『OFF』に　　　　　し、運転を停止してから行ってください。凶』注意：物的損害　　　○発電機の出カセット、出力端子の接続、負荷の電源が一致　　　　　していることを確認してください。具　　　　本機操作パネルの三相、および単相ブレーカーを『OFF』に　　　　　します。　　　　　スイッチカバーをはずして、電圧切替スイッチのレバーを旦　　　　　使用する出カセットに切り替えてください。魁…回澗魁�o圓遡母電圧切替スイッチ／’／／憂／　NN．／／驚／旦スイッチカバー三相200V、400V電源は三相出力端子に出力されます。『7−2．負荷ケーブルの接続方法』を参照してケーブルを接続してください。エンジン始動前に、スタータースイッチを『運転』位置にして、400V警告等にて発電機の出カセット状態を再確認してください。〇三相400／440Vセットの場合『点灯』〇三相200／220Vセットの場合『消灯』　　タむむ　　　む髭◎塵　ヨねプレ　カ　　　　　ゆ　ブレリカ圓醐oo　　　　エンジンを始動し、三相ブレーカーを『ON』にすることで、三母　　　　　相出力端子に電源が送電されます。〈注意〉　〇三相400V設定（オプション）で使用する場合、単相3線式出力電　　　圧は、三相200V設定時と同じ単相200V／220V・100／　　　110Vを出力しますが、使用できる電力は半分になりますので負　　　荷の取りすぎに注意してください。309−3．運転中の取り扱い（1）始動後の点検　　　○計器類や表示灯が正常な状態か確認してください。　　　　　（『5．装備』参照）　　　O異常振動や異常音がしないか確認してください。　　　○排気ガスの色が正常か確認してください。正常な状態では無色か、　　　　わずかに青色の排気ガスが紅ます。　　　〈注意〉　　　　○異常がある場合は、本機をそのまま使用せずに、お買い求めの販売　　　　　店か、弊社営業所に修理を申し付けてください。（2）運転中の調整　　　○負荷運転中、周波数計と電圧計を確認しながら、周波数調整スクリュ　　　　　と電圧調整ダイヤルで周波数と電圧を微調整してください。閣燃料切れで停止したときの燃料系統のエアー抜き　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。　　本機は、自動エアー抜き機構を装備しています。　　燃料切れでエンジンが停止しても、下記の手順で容易にエアー抜きがで　　きます。具燃料を給油し就母　　　スタータースイッチを『運転』の位置にします。　　　約30秒でエアー抜きが完了します。　〈注意〉　　　○スロットルレバーを『アイドリング』の位置にし、エンジンを始動　　　　させ、完全にエアーが抜けたことを確認してください。エアー抜き　　　　が不十分な場合、エンジンの回転が安定しません。その場合、再度　　　　エアー抜き操作を行ってください。9−4．停止」ユ鋪側のスイッチとプレーかを『OFF』にし就母聲飾ネルの三相・および単相プレーかを『OFF』にしま邑ス・ットル匪をrアイドリング』の位置にし就包約3分間・冷機運転をし就具スタータースイッチを『制にしま凱319−5、保護機能　　　本機は運転中に異常が発生すると自動停止する機能と、異常箇所を警告灯　　　で知らせる機能を装備しています。　　　エンジンが自動停止したとき、また警告灯が点灯したときはエンジンを停　　　止し、異常箇所の点検を行ってください。保護機能一覧表Nα　　動作内容：ﾙ常内容ブレーカーﾕ断エンジンｩ動竡~警告灯_灯異常時の状態1水温上昇一○○エンジンの冷却水温が高ｭなったときに作動ﾝ定値1100C2モ　ラj　ン^　ブP油圧低下一○○エンジンの油圧が低下しｽときに作動ﾝ定値0．98×100kPa@　　｛1．Okgf／c�u｝3充電不良一一○バッテリーに充電ができﾈくなったときに作動4エンジンﾟ回転一○○エンジン回転数がQ070盤in−1以上5漏電発生○一○漏電発生時に作動6過負荷使用○一一過負荷使用時に作動※表中の○印は作動することを示します。3210点検・整備◆危険：騰けカミ　　　　O必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行ってくだ　　　　　さい。その間、キーは作業する人が保管してください。盛』注意：燈やけど　　　　○必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。　　　　　また、エンジンが冷えてから行ってください。盈』注意：火災　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。本機を常に良好な状態で使用できるよう、次の表にしたがって定期的に点検と整備を行ってください。稼働時間は、積算時間計を目安にしてください。〈注意〉　　○始業前点検以外は、専門技術者が行ってください。　　○華中の●印はお求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。　　　エンジンの点検・整備は主要点検項目のみ記載しています。詳細　　　な点検項目については、別冊のエンジン取扱説明書に従ってくだ　　　さい。交換部品は、必ず純正品を使用してください。33項　　目始業前_検2◎0時間ｲとに400時間ｲとに500時間ｲとに100◎時間ｲとに各部の清掃・締付点検○エンジンオイルの点検・許○エンジンオイルの交換第1回目宦i50時問目）第2回臼以降@　○オイルフィルターの交換第1回陽宦i50時間屡）第2園自以降@　○冷却水の点検・給水○エンジン排気色の点検○冷却水（LLC）の交換　　○iまたは2年）水分離器内の沈殿物・?ｪの排出○　○i水抜き）燃料フィルターの水抜きと�換　○i水抜き）　○i交換）燃料タンクの水抜き○水分離器・エンジンフィーhポンプのゴーズフィルタ[の清掃　○i清掃）エ　　　　ン　　　　ジ　　　　ン　　　　側燃料自動エアー抜き用電磁|ンプ内のフィルター交換　○i交換）燃料タンク内部清掃�G燃料・オイル・冷却水漏れﾌ点検○燃料ホースの交換　　oiまたは1年）エアーフィルターエレメンgの清掃・交換　○i清掃）　○i交換）バッテリー液量の点検○バッテリー比重の点検○ファンベルトの点検○ラジエーターの清掃◎エンジンバルブクリアランXの点検・調整◎エンジン圧縮圧力の点検●燃料噴射ノズルの点検��燃料噴射時期の点検o各計器の作動x告ランプの点検○漏電警報器の動作確認○発　電　機　側漏電遮断用接地抵抗のm認○絶縁抵抗の測定○その他オイルガード液体の排出・ｴ掃始業前宦i排出）　��i清掃）34（1）エンジンオイルの交換初　回50時間目2回目以降200時間ごと包オイノレフィラキャップをはずし就母　　　　オイルドレンプラグをはずし　　　　ドレンコックを開にし、エン　　　　ジンオイルを抜きます。母ドレンコックを閉にし、オイノレドレン　　　　プラグを締め付けます。オイルフィラオイルフィルタオイルゲージ燃料フ旦　　　オイルゲージで下面レベルを確認しな　　　　がら、オイルフィラからオイルを上限　　　　レベルまで入れます。母オイルフィラキャップを締め付けま免〈注意〉　　エンジンオイルの交換油量及び種類は、　　『8−1．エンジンオイルの点検』を　　参照してください。（2）オイルフィルターの交換初　回50時間目2回目以降400時問ごと　　團摩］ドレンコック具　　　　『（1）エンジンオイルの交換』の要領で、エンジンオイルを抜き　　　　ます。母フィノレターレンチでオイルフィノレターをはずし就母　　　新品のオイルフィルターのガスケッ　　　　トにオイルを薄く塗布します。　　　　オイルフィルターを手でねじ込み、具　　　　シール面にガスケットが接触して　　　　から、フィルターレンチで、　　　　『3／4〜1回転』締め付けます。」ヨ」エンジンオイノレを給油し就35〈注意〉　○フィルターレンチがないときは、お求めの販売店か弊社営業所に　　　交換を申し付けてください。　○オイルフィルター品番いすゴ品番8944567411（3）エアーフィルターエレメントの清掃・交換清　　　掃200時間ごと交　　　換500時間ごと具　　　エアークリーナーの取付ボルトをゆるめ、　　　クリーナーキャップをはずします。旦　　　蝶ナットをゆるめ、エアーフィルターエレ　　　メントをはずします。多考＿　　＼§¢クリーナーキャップ／　　〜アークリーナーラ／母　　　エアーフィルターエレメントを清掃または　　　交換し、逆の手順で組み込みます。　〈注意〉　　　○クリーナーキャップは、必ず矢印方向を　　　　上にしてください。　　　○ホコリの多い場所で使用するときは、早　　　　めに清掃してください。　　　○エレメント品番観燭4ノ�dノ．／　　蝶ナット　クリーナーキャップエアーフィルターエレメントいすゴ品番5142150140■エアーフィルターエレメントの清掃方法く乾燥したホコリが付着している場合〉　圧縮空気をエレメントの内側から吹き付け　ます。〈カーボンや油分が付着している場合〉　新品と交換してください。圏目詰まりインジケーター　エアーフィルターエレメントの目詰まりを　知らせるインジケーターが取り付けられて　います。○インジケーターの窓部に『赤色』が出て　いるときは、使用時間にかかわらずエレ　メントの清掃あるいは交換をしてくださ　い。○清掃あるいは交i予後リセットボタンを押　して赤色シグナルを解除してください。7　羅詰まりインジケーター／一リセ・トボタン◎ン乙部｛赤色シグナル）36（4）水分離器の水抜き点　検始業時清掃500時間ごと　カップ内のフロート（赤色）が20�o位まで　浮上したら水抜きをしてください。『旦燃料コックをr閉』にし就母燃料コック閉×�Gリングナット：カップ　　　　　　　開　勿ゴーズフィルターフロート（赤）リングナットを左にまわしてはずし、カップとゴーズフィノレターを取りはずします。　　　　カップ内の水やゴミを捨てます。ゴーズフィルターにゴミが付着し母　　　　ている時は、圧縮空気を吹き付けて掃除します。。ユ元のように組み付け就〈注意〉　　　○カップを取り付けるとき、0リング部にゴミが付着していないこと　　　　　を確認してください。　　　○取り付け後は、燃料コックを『開』にして燃料もれがないことを　　　　　必ず、確：認してください。（5）燃料フィルターの水抜きと交換水抜き200時間ごと交換500時間ごと」ユ水分艦の燃料コックをr閉』にしま丸　　　フィルターレンチで燃料フィルターをはずし具　　　ます。燃料フィルター母燃料フィノレ白玉内の水を捨て削合　　　新品の燃料フィルターと交換するときは、ガスケットにオイルを薄　　　く塗布します。母　　　燃料フィルターを手でねじ込み、シール面にガスケットが接触して　　　から、フィルターレンチで『2／3回転』締め付けます。母水分艦の�潟Rックをr開』にし就37＜注意＞　Oフィルター取り付け後は、エンジンを始動して燃料もれがないこ　　　とを、必ず確認してください。　○フィルターレンチがないときは、お求めの販売店か弊社営業所に　　　交換を申し付けてください。　○フィルターを取りはずした時に、配管内の燃料がこぼれた時は、　　　必ず拭き取ってください。　○燃料フィルター品番いすゴ品番8943940791（6）燃料自動エアー抜き用電磁ポンプ内のフィルター交換高　　換1000時間ごと包　　　ポンプ下部のカバーを左に回し、　　　フィルターを取り出します。具　　　交i換フィルターを、逆の手順で取　　　り付けます。＜注意＞　Oフィルター交換時、燃料がこぼれま　　　すので燃料の受け皿を用意してくだ　　　さい。毫二乗；爵　　　　　　　／�M　　フィルター　◎　　カバーノ��　　　　　　　　　》○フィルターの交換が終わったら、燃料系統の『エアー抜き』を行　　ってください。　　（『9−3．運転中の取り扱い』参照）○組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。○フィルター品番いすゴ品番8943370220（7）燃料タンクの水抜き水抜き200時間ごと包燃料ドレンプラグをはずし就母　　　　給油ドアを開け、燃料コック操作窓　　　　より手を入れて、燃料ドレンコック　　　　を『開』にします。母　　　　水が抜けたら、燃料ドレンコックを　　　　『閉』にします。旦燃料ドレンプラグを締め付け就燃料耽ク操作窓燃料ドレンプラゲ（タンク洗浄時用）給油ドア夢ヤ…尋塾終無燃料ドレンプラゲ（タンク内水抜き用）o燃料ドレンコック38（8）冷却水の交換交換2年間または1000時間邑　　　ラジエータープレート、およびラジエ　　　ーターキャップカバーをはずします。具ラジーターキャップをはずし就　　　ラジエータードレンコッ具　　　ク、およびエンジン側の　　　　ドレンプラグを緩めます。　　　冷却水が抜けたら、ラジ旦　　　工一高ードレンコックと　　　エンジン側のドレンプラ　　　グを締め付けます。包　　　サブタンクをはずし、サブタンク内の冷却　　　水を排出します。恩　　　サブタンクを元通りに取り付け、『MAX』　　　レベルまで冷却水を入れます。旦　　　ラジエーターに冷却水を口元いっぱいまで　　　入れます。母ラジー舛ヤップを締め付け就　　　ラジエーターキャップカバー、およびラ邑　　　ジエー山国プレートを取り付けます。〈注意〉○冷却水は『8−2．冷却水の点検』を参照してください。3911長期保管◆危険：感謝カミ　　　O点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、エンジンキ　　　　　一を抜いてから行ってください。その間、キーは作業する人が　　　　保管してください。盈』注意＝燈やけど　　　O点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、絶対に火気　　　　　を近づけないでください。また、エンジンが冷えてから行って　　　　　ください。盈』注意：火災　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。（1）保管方法　　本機を2カ月以上使用しないときは、次の手順で整備を行って保管して　　ください。邑バッテリーをはずし就謡講ンジンオイノレを交換し就↓燃料タンクと燃料フィルターの燃料を抜き就旦オイルが納の液体を排出し就　　　　各部を清掃し、湿気・ホコリの少ない場所に保管します。また，保管母　　　　時には、吸気、排気穴から雨水が入らないようにカバーなどをかけて　　　　おきます。〈注意〉　○取りはずしたバッテリーは、月1回程度補充電を行ってください。　○エンジン関係の処置については、別冊のエンジン取扱説明書もあわせ　　　てお読みください。40（2）二段積みの方法◆危険：けカく　　　本機を山台積みにして、：倉庫などに格納するときは、必ず次の事項　　　を守ってください。　　　○本機のボンネットにへこみや、ボルト類のゆるみ欠落がないこ　　　　　とを確認してください。　　　〇二段積みの重量に耐えられる固い地盤に、・水平に置いてくださ　　　　　い◎　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。　　　○発電機と発電機との間には、指定箇所に同一サイズで本機幅よ　　　　　り長い枕木を入れ、その上に発電機を置いてください。　　　○積み重ねは二段までとし、下になる機械の重量・寸法より大き　　　　　い機械はのせないでください。　　　〇二段積みの状態で機械の運転をしないでください。穣沐詣定鰯所　　＼繭�p繍繍鞠購鼕　　舎段積用枕塞位償12故障時の対応。危険感電　　　○本機や体がぬれているときは、運転しないでください。　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。△臆けカミ　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。A臆燈やけど　　　○絶対に火気を近づけないでください。　　　○エンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になって　　　　　いますので、エンジンが冷えてから点検等を行ってください。41本機の調子が悪いときは、次の表にしたがって点検してください。点検しても正常にならないときは、お求めの販売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。故障の状況推　定原　因処　　置スターターが回らない1．バッテリー上がり1．バッテリー液量の点検・充電または回転が遅い2．バッテリーの劣化2．バッテリーの交換3．バッテリー端子のはずれ、緩み3．端子の取り付け、増締め4．バッテリー端子の腐食4．端子の清掃5．スタータースイッチ、リレーの不良5．指定サービス工場で修理6。スターターの不良6．指定サービス工場で修理スターターはよく回1．燃料の不足1．燃料を給油する工るが始動しない2．燃料フィルターの目詰まり2．燃料フィルターの清掃、交換ンジ3．ゴーズフィルターの目詰まり3．ゴーズフィルターの清掃、交換ン4．自動エア抜き用電磁ポンプフィルタ4．フィルターの清掃、交換が始一の目詰まり動し5．燃料系統に水が混入5．水分離器、燃料フィルター、燃料なタンクの水抜きい6．燃料系統にエアーが混入6．エアー抜きをする7．燃料カットソレノイド（モータ）7−1．ヒューズの点検、交換が作動しない7−2．燃料カットソレノイド（モータ）の点検、交換＜外気が氷点下にな1．燃料が凍結している1．寒冷地用の燃料を使用するっている〉2．燃料系統に混入した水が凍結して2．燃料系統の水抜きいる3．予熱装置の故障3．指定サービス工場で修理エンジンは始動するがすぐ1．燃料フィルターの目詰まり1．燃料フィルターの清掃、交換に停止する2．ゴーズフィル全一の目詰まり2．ゴーズフィル鳴門の清掃、交換3．燃料系統に水が混入3．水分離器、燃料フィルター、燃料タンクの水抜き4．燃料系統にエアーが混入4．エアー抜きをする5．エアーフィルターエレメントの目5．エアーフィルターエレメントの詰まり清掃、交換6．オイル不足6．オイルを給油エンジン油圧が低い1．オイル不足1．オイルを給油2．オイルフィルターの目詰まり2。オイルフィルターの交換3．油圧スイッチの不良3．指定サービス工場で修理4．油圧計の不良（オプション）4．指定サービス工場で修理5。オイル不適当5．適正な種類、粘度のオイルと交換オーバーヒートする1．エンジンのサーモスタットの不良1．指定サービス工場で修理2．水温センサーの不良2．指定サービス工場で修理3．水温計の不良3．指定サービス工場で修理4．ファンベルトの緩み4．ファンベルトの点検、調整5．冷却水の不足5．冷却水の点検、給水6．ラジエーターロアの目詰まり6．ラジエーターコアの清掃42マフラーから黒煙がでる1．エアーフィルターエレメントの目@詰まりQ．噴射ノズルの不良R．燃料不適当1．エアーフィルターエレメントの@清掃、交換Q．指定サービス工場で修理R．清浄な燃料に交換するマフラーから白煙がでる1．オイルの上がり、下がりQ。燃料に水混入R．噴射ノズルの不良S．冷却水温が低いT．エンジンのサーモスタットの不良1．指定サービス工揚で修理Q．水分離器、燃料フィルター、燃@　料タンクの水抜きR．指定サービス工場で修理S．暖機運転をするT．指定サービス工場で修理電圧計がふれない1．電圧計の不良Q．AVRの不良R．配線の断線、端子の緩み、外れS．初期励磁回路の不良T．発電機の不良U．AVRの保護装置が作動1．指定サービス工場で修理Q．指定サービス工場で修理R．指定サービス工場で修理S．指定サービス工場で修理T．指定サービス工場で修理U．AVRのヒューズを交換する定格電圧にならない1．電圧計の不良Q．AVRの不良R．電圧調整ボリュウムの不良S．周波数が低い1．指定サービス工場で修理Q．指定サービス工場で修理R．指定サービス工場で修理S．周波数を調整する電圧が高すぎる1．電圧計の不良Q．AVRの不良R．負荷ケーブルの誤接続S．電圧切替（オプション）が400@　Vセットになっている1．指定サービス工揚で修理Q．指定サービス工場で修理R．出力端子への接続位置を正しく@　セットするS．電圧切替を200Vセットに変@　える機器を使用すると電圧が蛯ｫく低下する1．AVRの不良Q．負荷i接続のアンバランスR．周波数が異なるS．使用機器の電流が定格をこえているT。過：負荷U．AVRの保護装置が作動1．指定サービス工場で修理Q．接続を変えバランスをとるR．機器の指定周波数にあわせるS．使用できる容量の機器に変えるT．負荷電流の合計を定格電流以下と@するU。AVRのヒューズを交換するブレーカーを『ON』にでｫない1．ブレーカーのレバーが『ON』と@　『OFF』の中間位置になっているQ．負荷側の短絡R．漏電警報器の作動S。サーマルリレーの作動1．レバーをいったん『OFF』にするQ。負荷側を点検するR．漏電箇所を修理するS．サーマルリレーをリセットする43心心DGM250UM卜P主回路ブラシレス交流発織機1　　　　　　’口）　電流翫〔0〜100A）A陰シ獄512〔鷹じ》τ¢じ》6　　聾e卜　　（蕪Oζζり（鉢e》壌5塁驚勇紐スイッチサーマルiノレー§O総諸3．3A508z　2隔9武Cτ1（1◎◎ノ§A｝し殖f婁書　周波数計（45一》6S縫z）　　Fン（8レ§）■｛84X1iAn奪ii曹1茜〔o〔3）8ひン§蓼霧琶8o｝沿（硬旧ヒ↓。＿＿＿働G炉Vli溺」CT2（1co！§A）伽TD露ζτ1gv書2，21Vi9Gr7柔e§�u　竃圧欝（o触300v）　　v1副�梶C膨rIo‘α　w国儀1「N｝螺iUOk墨駕◎⊃　　41�戟@（塩丁誓。⊃　L＿TεR剛NAし　錘6C横CN3吻￥�pYC隔一　　　　8紅4AaoAV飛　竃　　2v2樽2R　　　　　　　　　CN2舜E5151℃飛雌障ロ20鍵｝　c謹5晶出6協G櫛ゐぐ諸　　　　　1　　§　　　　　　84X無1．リード紹禽無至÷τ【÷蓋三・L匙鉱Y醇’V〉」＿ユ＼＼、33321c崩2肇OO30�D◎4雀鑓CさVP6軸漁CN2郭ノY鍵1Lレ（ヒ》（Sζ琢飛〕臼く紹s｝B自卍⊃￥（奏「r⊃390R5◎◎　　0600軽CCB1目つy（75AT）聡8獄�uo輪（碗8〃黛》11（　　　　　　　ζ臼，8暫一〇iO68塔ζ船B●o＠秘♂榊〔’「2⊃騨　　　　5Hτ@　　1　　　ωC董2V）董三槽出力ターミナルRST02001220V5。5�o鐘蝕W蔀　　8　？　　84X（L．YQ2ソケット）　C斑3　　　　0鑓4�LV〔切Y　郷！し”ノL冒ノ￥幽　w（1KΩ径／4糎）　羅理調肇器　ε畿5醤CN6鶴DC12V＋GNO一癌　　　（97謝6裂GB（B）w97−9日　　　cy1）霧51（98》射　　　　σ2⊃8（DY　潔綴リレー（30鳳A　O．等SεC）｛2）y−輸210　（440V　1・5匪）　　　　CαO⊃Y　　　　〔0）Y（9〕Y〔o｝v　　　o（u）Y　　　u　瀬圏遜捜嵐ユニ，ト　　　NCCB2（のY（7SAτ｝紐8巳囎象口（曜》〔赤uo⊃B　　　　　訂〜��8（E）Y1轟。ユi9翻ロコ〔ご去漏零接埴蠕早。　　A｛％〕B単相患力ターミナルσ1）Y（τ2）Y3．5�u　s8Tζ9C12V）q簗iFp注詑Lコネクタの蝿子濁列図は、ワイヤハーネス測コネクタのかん合薩より晃たものとする。2．り一ド：線角と：色紀暑の関係篭籔しに紀す03．ワード隷スト夢イブ琶は、触魚／ストライプ色で詑す。4．擦示な：きリード譲の太さは、O．7S剛na又縁0．5組用aとする。5．カツコ内詑暑は、隷番又はスリーフ色を示す。灘田、Un1酬QVl｝一馨200／220V董00／1！◎V15Ax4一ωω▽一癒醐獅回鵬図心。飛篭蒲計周波数欝400／44◎V　響告灯電圧計三三相200／220V、400／440V切蕾付き　　　　　謹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝M250UM三一P　主回路　　　　　　　（G暗。！100A）　　　　　　　　（455日力　　　　く墜≧　　　　　　　　〔o略oov》@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§　　　　　　蓉蓉｝8敦9��　碁　り　　　　ノ@　　　o⊃V　　　　田鉱1貰8ε、　　　　　　　　　　　　　　　表　　　　　　　　　　　　　　　警i　　　　　　　　　　　　　55謹傷塗�@さり胃の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5葉@　フラシレス交流発電機　　　　　§軸騨｝聯’一”一’9一｝蝉｝、　　　　　　　　　♪§ζコ震曼εo。自260詞z3．3AT祠§OHz　2・9A@　婁�戟B！5緯電流切蟹Xイツ乎Tーマルワレ“nT1　　　　　　　　　　　　　　　8�u　　　　　　一　噌　，��　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．5�uo轡響3＠o窪）Yo卜｛CCB1　　　　　　　　　　　　　　　　薫絶出力ターミナルi75AT）囲8　　　　臨魯G｝Bk甲1し面価，71｝■ζ露ρ飛，8（　　　　　　　‘轟）8L，膨1‘冨11，。．勘9）6・。璽8（蓬◎）6一　准a詫環11⊃き8　　　11（冒）85c口9Y雪き1磁｝巳面ζ8．功旨F1ζ自，5）8，三艦匡〔20）8冒夢1塾　　　　　　く臼｝B1（勲1）8該）四’5　　　　　lh「■9　研一　　　　　脚s慈ε1【巳β）ヨ5（3」8♂o・・綿◎An置トー璽》一竣｝�S一甲一一rI塞　　　11〔30）8纈一一W汽　　、r→〔、！…て「「　　l　　l　　魯　　8娩ρ�竃g71§團”igレ固3撫11」」1ζ3D瑠P（u◎）B濤lbT2偲、τ3η梶k胤．τ1�@r二ll」．ムムよ雪⊥⊥1⊥蕊�o4鄭糊了ムム了了7マ■▼「r■T：」1ζu1〕8　巳r・響ｦζ100／5A｝需1了TlIl1711τ1　」X1　　：mv6幾）準鷺�@「4關睡劇竃刺8同41議l」1《冒o）6一冒\鮮t」素1　　−｛簸塵τ）日》〈　　　　　　儒】81ヨo　・「o＠愚α等瑠ζ乳1賠ωヨズ，細，｛画τ）臼　　　　　一k1→（ト1ｩ篠，（N》巳σり鷹．丁櫛［1奪繭一浦@　蓬，畿巳響華訂魏藝躍鼠・獅Fσ捌‘ユσ29謎鼻躍iNこノ　　　　鮒謂o…秘・1，。、1鱒奮1耐薗癖磁．了襯｝ω〕B5R−r一嚠黶Z世u−0＝w一一礎bく鳳駕。ヌ　　潔躍リレー　　　　　く440V　肇◎5銘鐸つi30翔A　O．1SEC）　　　　　c11メ軸．．乱奪‘（戴）k・・帽ζηYζ葦o）Y〉覇塾鐙w7遷　箆箆（9｝Yi陽摩くε）v，　　益Ur・δ　：』@：vCN11亡．．：コﾑεR耗INAL@隔‘，9、，　　溺電接地蠕手2GO！220VS00／440V@　　　　一｣00／鷲OV撃n◎／110V@　　　　−P0◎／鷲OV睾1Vl��（O）Y@　，レo蘭雄　氏⊂》）Yα2Y騨鱒桟出ユ；ツト　　霧@　きv　　　　単相田カターミナ，醒野�oy｝CN3@5．　15．5繍象，　　　凹CCB2@　　ζ75AT）鯵8ω｝Y　　　　　響W闘3一i　Ψ醇V　　　　5　耀w　　　　v翼」Aac　　　　　　　　　　　　　　　V2U2@　　　　A囎@　　　　1　　2↑臨・…癒　　　　6Pb櫛べπ@　　　岳@　　　R讐（轟朧〉平�梶C，，隙　　・吐≧c麟4w忘ぐユ1　＝　，1　　　　21　CNI　　　　C製2　　　　　C『肇3D磁T欝￥WpY　Oρ@C麟　　　C縄5　　CN6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q騎ｵ醤試　　’@C鰻7　　　　　　　　　　　　ACC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謎蔦　　　　5ﾄ轟，鴨｝8’、〔胃⊃89塁）悉》器》く翫冒】ム¢9α20ゆ汳ﾄ臨湘　1　　　A。c紹DC12v⊃蜜ζ酬τ⊃8フρ言。ノへ’V、AC網71▽▽￥ζ3備」輔1A、東q臣》　　　　　　　　22G@　　　　く6）栂　6−　8　　（8）饗　　　　　　　　　oo@　　　　　　　97−ga3。…漁蓼ワ一雲u酷建聯　　　　6腫◎�D8OC12V乎噸⊥ooまσ1）騨印�刑倉σZY1一陣盛32蓬堺＄σ◎掾@　0S　　3U　　5O　　◎純ｶ＄W　7W4X8　　　　りﾍ　　　　　　　　　　　　　　　　G鰻D一帽噸8　◎て9？｝騨　　S1　｛：98）饗曜　　　　　【＝鶉@　　　　　　σZ〕臼¢）灘　　α｝c12v，琶誹　　　　1　　　5　　　　　84XDり岬ド嬢魚無5翼POS！τ10糧ゐ魯各蝕諾鰹　　90臼i1K膝1／4ゆ@篭圧鋼整器襯B臼甘（LY燈2ソケット）2◎O磁O》　　　40α！咽9VA〃憲R繰五著璽檀3Z蝕」�s壷W扉注記Lコネクタの蟷手湿列画は、ワイヤハーネス偲コネクタのかん台面より箆たものとする響2．り一ド織邑と色詑暑の腿係を蛋1．に紀す。3．り一ド緩ストライコア色は、地色／ストライプ色で紀写“4．福5…な肇リード隷の太さは、0。7Smm2叉はO．5卿n2とする。5，カッコ内詑号な、線番又はスリーブ麟を示す。200／22◎VBOO＼お○＜曹麟藤融‡〕DGN250U図！一P　制御回路図α婬癖�@蝦1．り一聴　6　　　　　C繊　　　　　　　　　　28P　　O・esし朧40Bノ費　　　　　　　　　　　8　§窃o無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恩勝セン讐暫櫛蝿転ン響幽　8屡スィ，夢　　絶鰹スィ，夢　　　　甥稠センサ　　　　懲筐靱ンサ　　　　　寧繍魁ンサ鼻縁　　α】．．．羅膿Xジ讐，闘8‘オイル”鞘ド，鞭　Rｳ」f臓　C　ε轍　　�k樹解晒ム竿1瑚1…1“獲　　侃@　≧?ﾙ　、、@　ミ　　盤VΨノ艦　　　讐　　　9ゆ@　　　　　　麗1章ll腰　　　　焉S061▼、li、塞’　駆題1　　　嚢匪’　吏M己（）騒錺一　÷fτ，夢り　、I6駕F　　　　　　　壽）　　　　（@　　　　　δ�@錘　　　　　　　霧且且蕊翻陰鍵3」8　　蕊＿糟@昼’｝○・一」0＝＝に鷹一ズ困窪丁一留　　　　　◎　碗犠凋■3！マ♪，81￥噸躍〜oユ，口，スで，子　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　一　亀@　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　陰@　　　　　　　　2望壌烈｝A…　　　　　　　　s盾W5臓！L幅鉾▼F　　　、h！日　ノ、ヨ！8諫鐵篇．P喝　　●P◎《　艦08騨ノ▼鰐　），貿○承鐵ﾍ蓬ンd085w醗摩，　　　警V！縁邸搬2　慧　　　、Xノ毅　，、　習！R’c　讃「「δ翫3事幽一4]2一詫‘，ケ諸」a　））8○7’　　　、、勲、L8鶯q瞭Fr」．9御」悉講鱗1。6確｝一ｱ　　遜画転@　勲籏灯@　（檸）@　α煽U　　　w鍵掾A”ノ8　甜　8／V笹二，備鐙箪η　　簿bM！毒�d♂、　　　　　◎墜嚢→o@やu薗’卸、」占�d》�d」ミ蟹Lζ癩議�d　　　　馨　　　　6k　ζ　3園　d番田　冬　袋占ミ側コぐ3oミ，高《謙器o婁o　　ぐ　　講pgl露一3確缶1畢ジ3か占占2蕾　6き　　　　師T’♂盾、」~鷹Lδδ9；12しC麟ol632塾4s蕃��1を董3　61C髄？α匿@　量講3α謙’岳天9弐3創611、　　　挺響匿蒙81■■11翻自�I国→き42馨632馨確52335162毒896§433肇3s6s4き塞26P灘◎　　　灘　　3@　0ρO一〇　〇○�sO母�F為むも讐縛鰐備灘ケo一，ンヲ　C鰻日　　　　韓俵ひゴo一，ン7ケo楠リひ．　　　　　　　　　　　　　ケo鱒，イΨ　　　　　　ス，一ジーリレー　　　　　墨◎瓢鹸出ユニ，ト@　C鯉9　　　　　　　　　　　　　　　　C醗O　　　　　　　　　¢鳩　　　　　　　　　　　C麗7ﾋ：　幽慮　：瞬“遷≦董ソひノィメリレ嚇　　　　　業マ繍ジ2ンシ，‘Ψ@　C鱈6　　　　　　　　　C鍵5F冠蹴》レノイ〆リレー　　　　　　＝7営炉雛ン99イマ煽腐嬬ン7梶電麟駅”懸繭髄　　　　　　縁凝齢　　　　　　寧創？　　　　　　醗同綾　　　　　　　儒ツシ膓ン，go一リレ御ジo−94マ員9胴9リレー懸““鵬出ユ＝ウト蝦1．り一μ級蕊慰一HV鷹V醐拗回鵬図ス9一タースイウチO幟　嘱綴催SoA　20A掛2．§A注記1。灘ネクタの期茅配列園は、爵璽曾港コネクタ側のかん舎面より晃なものとす燭02，リード線色と色紀讐の蘭係毫嬢1．に記す。3．リ鞠ト：繍ストライフ包は、聰色／ストラで：フ色で鶴す。4．揃深獄籔リード醸の本さは、0．5m蒲2とする。。＄踊曲陪緬。保証書　　　（Type−B）このたびは新ダイワ製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。お買い上げいただいた製品につきましては、つぎの通り保証いたします。璽．保証期間無償保証修理を受けられる期間はお買い上げ臼から1年間といたします。但し、つぎの使用開始後の累計時間を経過したものは保証いたしかねます。　　・発電機　　　　　�@1◎kW未満は6◎0時間　　　　�A10　kW以上は1，◎00時間　　・エンジン溶接機　　�@ガソリンエンジンは600時間　�Aディーゼルエンジンは1，00◎時間2．保湿内容保証期間に通常の使用状態で本機を構成する部晶に材料または製造上の不具合が発生し、弊社がこの欠陥を認めた場合にかぎり、修理を無償でいたします。3．保証の適用除外つぎに示すような場合は保証期間申であっても有償修理となります。　（1）取扱説明書に示す正しい取扱い操作や臼常・定期点検、保管方法を行なわなかったために生　　　　じた故障　（2）弊社が示す仕様の限度をこえて使用したために生じた故障　（3）弊社が認めていない改造・変更が原因となって生じた故障　（4）弊社のサービス指定工場および弊社が認めたところ以外で修理し、それが原因で生じた故障　（5）弊社の純正部品以外の部晶を使用したために生じた故障　（6）時の経過による変化（塗装面・メッキ面の自然退色、発錆など）　（7）一般的に品質、機能および安全上に全く影響がないと認められる音、振動、オイルのにじみ、　　　外観上の軽微なキズなど　（8）自然災害または事故、過失、不注意による本機の損傷　（9）一般消耗品等で使用上における自然摩耗と認められるもの　（10）バッテリー溶接機、エンジンスターターなどに使用されるバッテリー　（1D製品が日本国外で使用された場合4．注意事項　（1）本保証書の提示なき場合または記載内容の不備あるいは改訂のある場合は保証しかねる場合　　　　があります。　（2）本機の故障に起因するまたは関連するあらゆる損失および費用は保証の範囲から除外させて　　　　いただきます。　（3）保証書の再発行はいたしませんので、大切に保管してください。機種（型式名）1製造番号：お買い上げ霞：　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日お名前：印お　二様おところ：〒TEし：ご職業：住所＝販売店店名＝sεし：印三二忌門翻保証署品番19701・つ2005響



